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前
九
年
合
戦
（
一
○
五
一
～
六
二
）
に
お
い
て
河
内
源
氏
源
頼
義
・
義
家
父
子
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
、
敗
れ
た
奥
六
郡
安
倍
氏
（
以
下
、
安
倍
氏
）
。
そ
の
出
向
や
権
力
形
成
の
過
栂
を
め
ぐ
っ
て
は
不
明
な
点が多く、学界でも諸説紛々の状況にあふ肌、十一世紀前
半
の
あ
る
段
階
で
、
陸
奥
国
奥
六
郡
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
を
足
掛
か
り
に
、
隣
国
出
羽
の
沿
原
氏
と
並
ぶ
人
豪
族
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
小
稿
は
そ
れ
を
可
能
と
せ
し
め
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
安
倍
氏
と
奥
六
郡
周
辺
の
諸
氏
族
と
の
妬
姻
を
介
し
た
結
び
つ
き
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
婚
姻
（
政
略
結
婚
）
と
は
異
な
る
氏
族
同
士
が
連
携
し
て
同
盟
関
係
を
形
成
し
た
り
、
杣
手
方
氏
族
の
姻
戚
と
法
政
史
学
第
七
十
一
号
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
は
じ
め
に
な
る
こ
と
で
ｎ
ら
の
政
治
的
地
位
を
向
上
さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
常
（
２
）
（
３
）
套
手
段
で
あ
り
、
安
倍
氏
を
め
ぐ
っ
て
も
従
来
、
安
倍
頓
時
の
次
男
こ
ん
（４）
貞
任
と
磐
井
郡
河
崎
柵
、
王
金
為
行
の
娘
と
の
婚
姻
や
、
頓
時
の
二
人
（５）
の娘と一日一理権人夫藤原経清・伊具十郎下、水衡との婚姻と
い
っ
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
注
Ⅱ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
か
か
る
蜘
例
は
け
っ
し
て
こ
の
三
例
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
時
期
的
に
も
も
っ
と
以
前
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
安
倍
氏
の
蛎
姻
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
安
倍
氏
が
い
つ
陸
奥
国
に
ｔ
着
・
留
住
し
、
ど
の
よ
う
に
権
力
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
安
倍
氏
の
勢
威
拡
大
を
考
え
る
う
え
で
と
り
わ
け
注
ｎ
さ
れ
る
の
が
、
奥
六
郡
の
南
隣
磐
井
・
気
仙
両
郡
を
地
盤
と
し
、
前
九
遠
藤
祐
太 四
○
郎
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年
合
戦
に
お
い
て
も
活
躍
を
み
せ
た
金
氏
の
存
在
で
あ
る
。
今
Ⅱ
安
倍
・
清
原
両
氏
に
比
べ
て
注
目
度
も
低
く
過
小
評
価
さ
れ
が
ち
な
金
氏
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
〃
金
氏
あ
っ
て
の
安
倍
氏
“
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
て
菅
野
文
夫
氏
が
指
摘
し
た
ように、安倍氏が「漸出：衣川外」（「陸奥話記」）ることか
で
き
た
の
は
金
氏
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
両
氏
は
婚
姻
（６）
を
介
し
た
濃
密
な
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
前
九
年
合
戦
に
お
い
て
、
金
氏
は
安
倍
氏
に
与
す
る
磐
井
系
（
以
下
、
磐
井
金
氏
）
と
敵
対
す
る
気
仙
系
（
以
下
、
気
仙
金
氏
）
と
に
分
＃金氏との姻戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
(宇曾利）
日
本
海
太
平
洋
(津軽）（仁土呂鄙
①（鉋屋）
１
山北三郡ノ奥室郡
瀬秋田 (閉伊）〆ｏ山本尋f‘）雄勝出羽 河辺国 一一一一k、～ノー＝ て､､､､気ｲ山互飽、海へ
’～蕊撫村UlIlU/剰し／騨痢 最上ジーー､ 裂。安倍頓時は天喜五年（
一
○
（
七
）
秋
、
気
仙
郡
司
金
為
時
ら
の
説
得
工
作
に
よ
り
離
反
し
た
「
奥
地
俘
囚
」
ら
と
の
戦
い
で
負
傷
・
落
命
し
、
貞
任
は
舅
金
為
行
ら
騨
井
金
氏
勢
の
奮
戦
も
及
ば
ず
康
平
五
年
（
一
○
六
一
一
）
九
月
十
七
日
、
岩
手
郡
厨
川
柵
に
て
討
死
し
た
。
安
倍
氏
の
奥
六
郡
支
配
に
終
止
符
を
打
っ
た
前
九
年
合
戦
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
緒
戦
と
な
っ
た
の
は
、
安
倍
氏
と
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
磐
井
金
氏
と
そ
の
何
族
気
仙
金
氏
と
の
衝
突
で
あ
っ
た
。
金
氏
が
分
裂
・
対
立
す
る
に
至
っ
た
原
脚
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
探
る
こ
と
で
、
前
九
年
合
戦
の
開
戦
原
因
の
解
明
に
も
一
石
を
投
刈、、一一一一一回
壱
一
Ｉ
置賜
田
岡
麻
太
田
田会津
、
Ⅱ」
図１陸奥・出羽111同国郡図
橋崇註（１）前掲書３頁の図に力Ⅱ筆
四
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螺.・Ｐ
法
政
史
学
第
七
十
一
号
に』ご~,耆學:千㎡霧…11.,’…'…‘.~'’１JLW…蹴雫'鋼(…………"」花,
石から２人目、盾の背後から躍り}{}ようとしている騎馬武者が「金為基」
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
安
倍
氏
が
金
氏
と
の
婚
姻
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
｜
安
倍
為
元
の
出
自
ｌ
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
に
み
える「金為基」と「陸奥話記」にみえる「安
倍為元」ｌ
『陸奥話記」によると、安倍氏一族内に為元なる
人
物
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
為
元
の
名
が
登
場
す
る
の
は次に掲げる二箇所である。
［史料と「陸奥話記」康平五年九月十七日段
其後不し幾貞任伯父安倍為元鮪、貞任弟家任
帰
降
。
又
経
二
数
日
「
宗
任
等
九
人
帰
降
。
｛史料２］『陸奥話記」同年十二月十七日段
同
十
二
月
十
七
日
国
解
云
、
「
斬
獲
賊
徒
安
倍
貞
任
・
同
重
任
・
藤
原
経
清
・
散
位
平
孝
忠
・
藤
原
重
久
・
散
位
物
部
維
正
・
藤
原
経
光
・
同
正
綱
・
同
正
元
。
帰
降
者安倍宗仔・弟家任・則任榊艤・散位安倍為
元
・
金
為
行
・
同
則
行
・
同
経
永
・
藤
原
業
近
・
同
頼
久・同遠久等也。此外貞任家族無し有二遺類毛
但
正
任
一
人
未
二
出
来
」
云
々
。
四字赤
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金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
固寸歴史民俗博物館蔵『前九年合戦絵詞」写真
（７）
こ
れ
に
よ
る
と
為
元
は
「
貞
任
伯
父
」
で
通
称
を
「
赤
枝錘」といい、「散位」すなわち無官の有位者とさ
れ
て
い
る
。
従
来
こ
の
為
元
に
つ
い
て
は
、
「
散
位
」
「
赤
村
介」の称こそ安倍氏権力の公的色彩を窺わせる材料
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
彼
自
身
に
つ
い
て
は
さ
し
た
る
関
心
も
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
は
、
彼
こ
そ
が
安
倍
・
金
両
氏
間
の
姻
戚
関
係
を
読
み
解
く
鍵
と
な
る
存
在
で
は
な
い
か
ｌ
具
体
的
に
言
う
と
、
彼
は
元々金氏の出身で、安倍頓時の父忠良の娘婿として
安
倍
氏
一
族
に
迎
え
ら
れ
て
安
倍
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
は
な
い
か
ｌ
と
考
え
て
い
る
。
為元が安倍氏直系の血族ではなく金氏出身の姻族
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
根
拠
は
、
次
の
五
点
で
あ
る
。
①国立歴史民俗博物館所蔵「前九年合戦桧誹」
（
紙
本
著
色
）
に
は
、
あ
る
年
の
九
月
九
日
に
安
倍
貞
任
が
五
百
余
騎
の
夷
賊
を
率
い
て
源
頼
義
を
急
襲
し
た
と
い
う「陸奥話記」にはみえない逸話が収められてい
る
が
、
そ
の
絵
の
部
分
に
「
金
為
基
」
な
る
人
物
が
二
度
登
場
す
る
。
最
初
の
場
面
で
は
明
ら
か
に
安
倍
氏
方
の
武
将、それも「貞任」「宗任」らとごく近しい軍首
脳
の
一
人
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
（
写
真
）
、
続
く
場
面
四
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で
は
「
重
任
」
と
と
も
に
源
氏
軍
と
戦
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
場
面
で
も
「
金
為
行
」
と
は
明
確
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
に
登
場
す
る
人
物
の
う
ち
「
陸
奥
話
記
」
等
に
み
え
ず
系
譜
不
詳
な
の
は
安
倍
氏
方
で
は
「金為基」ただ一人であＬ側、この「金為基」を史料
１
．
２
の
安
倍
為
元
に
比
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
元
々
金
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
②
「
陸
奥
話
記
」
に
登
場
す
る
安
倍
姓
の
者
の
う
ち
、
有
位
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
為
元
た
だ
一
人
で
あ
る
。
安
倍
氏
当
主
の
頓
時
で
さ
え
、
「
安
大
夫
」
の
通
称
か
ら
五
位
級
の
在
庁
層
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
と
は
い
え
、
（ｕ）
有
位
者
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
万
で
、
頓
時
や
貞
仔
・
宗
任
ら
は
史
料
上
で
し
ば
し
ば
「
俘
囚
」
呼
ば
わ
り
されているが、為元を「俘囚」と称した史料は座叫・為
元
は
安
倍
姓
の
者
の
う
ち
で
も
特
異
な
素
性
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
③
「
陸
奥
話
記
」
は
僧
良
昭
に
つ
い
て
頼
時
の
「
舎
弟
」
で
「
宗
任
叔
父
」
と
明
記
し
て
い
る
の
で
、
彼
が
頓
時
の
実
弟
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
為
元
に
つ
い
て
は
「
貞
仔
仙
父
」
と
あ
る
の
み
で
、
頓
時
と
の
兄
弟
関
係
を
示
す
直
接
的
記
述
は
な
い
。
両
者
を
実
の
兄
弟
と
仮
定
し
た
場
合
、
頼
時
は
「
散
位
」
法
政
史
学
第
七
十
一
号
「
赤
村
介
」
を
称
し
た
ほ
ど
の
兄
を
差
し
置
い
て
家
督
を
継
い
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
さ
は
否
め
な
い
。
む
し
ろ
為
元
は
、
頓
時
と
は
実
の
兄
弟
関
係
に
な
い
「
貞
任
伯
父
」
、
す
な
わ
（皿）
ち忠良の娘婿として他家より迎這え入れられた人物と考疸え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
、
①
で
述
べ
た
よ
う
に
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
に
は
「
金
為
基
」
な
る
人
物
が
み
え
て
お
り
、
ざ
す
れ
ば
為
元
が
金
氏
州
身
で
あ
っ
た
可
能
性
は
さ
ら
に
現
実
味
を
帯
び
て
こ
よ
う
。
④頓時（初名頼良）が父忠良から「良」の字を戚腿、願
時
の
男
子
が
全
員
「
住
」
の
字
を
共
有
し
て
い
る
安
倍
氏
一
族
内
に
あ
っ
て
、
「
為
元
」
の
み
が
名
付
け
の
通
例
に
反
し
て
お
り
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
の
一
方
で
「
為
」
の
字
は
金
為
時
や
金
為
行
な
ど
金
氏
の
名
に
多
く
み
ら
れ
、
「
為
元
」
と
は
明
ら
か
に
〃安倍氏的“ではなく”金氏的〃な名であると一一一一ｍえよ
う
。
「
為
」
の
字
を
共
有
す
る
為
時
・
為
行
・
為
元
の
三
者
は
、
実
は
同
族
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
と
く
に
貞
任
の
圃
為
行
と
「
貞
任
伯
父
」
為
元
の
両
者
は
、
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
（通）
に
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
点
や
史
料
２
に
相
前
後
し
て
そ
の
名
が
み
え
る
点
を
も
考
慮
す
る
と
、
実
の
兄
弟
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
憶
測
さ
れ
る
。
⑤
史
料
２
に
み
え
る
帰
降
者
の
う
ち
、
安
倍
姓
の
者
は
宗
任
・
家
四
四
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任
・
則
任
・
為
元
・
正
任
の
五
名
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
為
元
だ
け
そ
の
後
の
消
息
が
ま
っ
た
く
不
明
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
任
を
筆
頭
と
す
る
頓
時
子
息
五
名
は
伊
予
国
（
後
に
大
宰
府
）
（肥）へ、
ま
た
出
羽
守
源
斉
頼
に
よ
っ
て
逮
捕
・
召
進
さ
れ
た
僧
良
昭は大宰肌Ｍ配流されたことが伝わるのであるが、為元
の
名
は
そ
れ
ら
諸
史
料
に
一
切
み
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
安
倍
姓
以
外
の
帰
降
者
Ｔ
姻
戚
）
た
ち
も
ま
た
そ
の
後
の
消
息
が
不
明
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
遠
国
へ
の
配
流
等
重
い
処
分
は
課
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
陸
奥
現
地
に
留
め
置
か
れ
た
も
の
と
憶
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
帰
降
者
で
も
処
分
さ
れ
た
者
と
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
の
二
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
為
元
が
後
者
に
属
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
彼
が
安
倍
氏
の
直
系
血
族
で
は
な
く
姻
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
以
止
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
為
元
が
安
倍
忠
良
の
娘
婿
と
し
て
金
氏
よ
り
迎
え
ら
れ
た
人
物
で
、
前
九
年
今
戦
当
時
に
あ
っ
て
も
他
の
安
倍
姓
の
者
と
は
い
さ
さ
か
毛
色
の
異
な
る
人
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
為
行
と
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
証
を
欠
く
も
の
の
、
同
族
で
あ
っ
た
ことはほぼ疑いなく、「散位」「赤村介」の称や史料２にお
け
る
排
列
順
か
ら
す
れ
ば
そ
の
政
治
的
地
位
は
為
行
よ
り
も
む
し
ろ
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
前
述
の
と
お
り
安
倍
・
金
氏
間
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
菅
野
文
夫
氏
が
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
氏
が
そ
の
根
拠
と
した「陸奥話記」の件を次に掲げる。
［史料３］「陸奥話記」康平五年（一○六二）九月七Ⅱ段
回七日、破し関到一胆沢郡白鳥村、攻一・大麻生野及瀬原
二
柵
抜
し
之
。
得
皇
生
虜
一
人
℃
巾
云
、
「
度
々
合
戦
之
場
、
賊
帥
死
者
数
十
人
。
所
謂
散
位
平
孝
忠
・
金
師
道
・
安
倍
時
任
・
同
貞
行
・
金
依
方
等
也
。
呰
是
貞
任
・
宗
任
之
一
族
、
驍
勇
騨
拝
之
精
兵
也
」
云
々
。
す
な
わ
ち
、
貞
任
の
舅
為
行
ば
か
り
で
な
く
、
こ
こ
に
み
え
る
師
道
・
依
万
も
ま
た
「
貞
任
・
宗
任
之
一
族
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
安
倍
・
金
両
氏
の
間
に
は
以
前
よ
り
濃
辮
な
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
師
道
・
依
方
が
小
松
柵
か
ら
衣
河
関
周
辺
に
か
け
て
の
戦
闘
に
奮
戦
し
た
こ
と
や
、
為
行
が
磐
井
郡
河
崎
柵
に
拠
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
金
氏
が
気
仙
郡
の
み
な
ら
ず
磐
井
郡
に
も
確
固
た
る
勢
力
を
築
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
し
、
安
倍
氏
の
磐
井
郡
進
出
に
は
金
氏
の
協
力
が
不
可
欠
で
、
婚
姻
は
そ
上
で
、
藤
原
経
清
や
後
述
す
る
平
孝
忠
ら
と
と
も
に
安
倍
氏
姻
族
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
一
磐
井
金
氏
と
の
同
族
さ
な
が
ら
の
蜜
月
関
係
四
五
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の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
「
陸
奥
話
記
』
に
登
場
す
る
金
姓
六
名
の
う
ち
、
源
氏
方
に
属
し
た
為
時
を
除
く
五
名
は
、
為
行
が
貞
任
の
舅
、
則
行
・
経
永
が
「
貞
任
家
族
」
（
史
料
２
）
、
師
道
・
依
方
が
「
貞
任
・
宗
仔
之
一
族
」
と
、
い
ず
れ
も
安
倍
氏
と
何
ら
か
の
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
彼
ら
磐
井
金
氏
た
ち
は
、
地
縁
的
・
血
縁
的
紐
帯
か
ら
最
後
ま
で
安
倍
氏
方
に
立
っ
て
参
戦
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
前
節
に
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し
た
安
倍
（
金
）
為
元
も
、
元
々
は
為
行
と
並
ん
で
磐
井
金
氏
の
中
心
的
立
場
に
あ
っ
た
人
物
か
と
憶
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
点
に
鑑
み
る
と
、
前
九
年
合
戦
当
時
安
倍
氏
と
磐
井
金
氏
と
が
同
族
ざ
な
が
ら
の
強
固
な
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
ことは疑いない（図２）。
［磐井金氏］
垂倍忠線に曰〕［千代章〒
［安倍氏］
法
政
史
学
第
七
十
一
号
図２安倍氏・磐井金氏関係
推定図①
さ
ら
に
付
一
言
す
る
と
、
史
料
３
で
金
姓
の
師
道
と
依
方
と
の
間
に
割
っ
て
入
っ
て
い
る
安
倍
時
任
・
貞
行
の
二
人
も
ま
た
、
安
倍
姓
な
が
ら
磐
井
金
氏
と
も
何
ら
か
の
血
縁
的
関
係
を
有
し
て
い
た
人
物
で
（旧）
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
二
人
の
名
は
そ
れ
ぞ
れ
貞
任
と
一
宇
ず
つ
を
共
有
し
て
お
り
、
｜
廉
の
「
賊
帥
」
で
も
あ
っ
た
（
Ⅱ
そ
の
戦
死
が
大
き
な
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
世
代
的
に
も
血
縁
的
に
も
貞
任
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
二
人
は
あ
る
い
は
為
元
の
子
息
Ｔ
貞
任
の
従
兄
弟
）
か
と
も
憶
測
さ
れ
る
が
、
明
確
に
は
な
し
難
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
任
・
貞
行
の
存
在
も
ま
た
安
倍
氏
と
磐
井
金
氏
と
が
〃
一
心
同
体
〃
の
間
柄
で
あ
っ
た
事
実
を
補
強
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
康
平
五
年
の
戦
い
に
お
け
る
清
原
氏
軍
の
主
力
の
一
人
吉
彦
秀
武
（⑲）
が
清
原
武
則
の
「
は
は
か
た
の
を
い
又
む
こ
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た
信
夫
郡
司
佐
藤
氏
が
平
泉
藤
原
氏
の
「
代
々
伝
れ
る
後
見
」
で
（卯）
あ
っ
た
よ
う
に
、
当
時
の
奥
羽
社
会
で
は
何
じ
氏
族
同
士
が
二
世
代
以
上
に
わ
た
っ
て
婚
姻
を
重
ね
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
今
回
、
安
倍
・
磐
井
金
氏
間
に
従
来
知
ら
れ
て
い
た
貞
任
の
婚
姻
（
永
承
三
～川年〈一○四八～四九〉恥辿）よりさらに一世代遡り得る
為
元
の
幡
姻
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
両
氏
の
姻
戚
関
係
も
ま
た
決
し
て
一
時
期
、
特
定
個
人
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
近
年
安
倍
氏
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
範
国
記
」
長
|ノリ
六
Hosei University Repository
三
十
八
年
戦
争
（
七
七
Ⅲ
～
八
一
二
）
の
結
果
、
岩
手
県
内
陸
中
南
部
に
ま
で
城
柵
お
よ
び
郡
に
よ
る
支
配
が
施
行
さ
れ
、
安
定
化
す
る
か
に
み
え
た
陸
奥
北
部
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
奥
郡
騒
乱
と
呼
ば
れ
る
不
安
定
な
状
態
が
続
き
、
九
世
紀
中
葉
に
は
徳
丹
城
が
廃
絶
。
さ
ら
に
は
近
年
渕
原
智
幸
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
和
賀
・
稗
貫
・
（羽）
士
心
波
・
岩
手
の
北
部
四
郡
も
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
北
部
四
郡
が
回
復
さ
れ
、
さ
ら
に
国
家
の
支
配
が
本
州
北
端
元九年（一○’一一六）十二月一一十二日条に「陸奥権守安倍忠
好
」
と
あ
る
の
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
頼
時
の
父
忠
良
が
同
年
陸
奥
権
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
を
機
に
陸
奥
国
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
と
み
る新説が提起されていふ澱、わずか二十年前後で同族ざな
が
ら
の
強
固
な
紐
帯
を
築
き
得
た
と
は
考
え
難
く
、
人
名
比
定
の
問
題
Ｓ
範
国
記
」
の
忠
好
Ⅱ
『
陸
奥
話
記
」
の
忠
良
な
の
か
否
か
）
は
さ
て
お
き
、
土
着
・
留
住
の
時
期
に
つ
い
て
は
長
元
九
年
以
前
に
ま
で
遡
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
両
氏
の
蜜
月
関
係
の
淵
源
は
い
つ
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
ま
ず
、
前
九
年
合
戦
以
前
に
お
け
る
陸
奥
北
部
の
情
勢
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
｜一一安倍氏擾頭の二つの画期’十世紀後半および十一
世
紀
前
半
Ｉ
へ
と
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
歌
（
衣
川
・
衣
河
）
（
岩
手
）
（
尾
駮
）
枕の用例において「ころも（の）かは」「いはて」「をぶち」
（型）
と
い
っ
た
北
東
北
の
地
名
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
や
、
東
大
寺
僧
商
然が永観元年（九八一一一）の入宋時に「国之東境接「海島一」
（妬）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
傍
証
と
な
る
。
こ
の
時
期
、
考
古
学
的
に
は
古
代
城
柵
と
し
て
の
胆
沢
城
や
秋
田
城
の
施
設
が
相
次
い
で
廃
絶
し
、
郡
制
未
施
行
の
北
緯
四
１
度
以
北
の
地
域
に
「
防
御
性
集落」と呼ばれる特徴的な囲郭集落が展開していったこと
が
知
ら
れ
、
文
献
か
ら
は
貢
馬
・
貢
金
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
北
方
産
物
の
交
易
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
郡
制
が
施
行
向
後
）
さ
れ
た
地
域
と
未
施
行
の
地
域
と
を
明
確
に
区
分
す
る
新
た
な
支
配
政
策
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
十
壯
紀
後
半
以
降
、
奥
六
郡
Ｔ
胆
沢
・
江
刺
十
回
復
さ
れ
た
北
部
四
郡
）
や
川
羽
北
部
五
郡
Ｔ
秋
田
・
河
辺
十
山
北
三
型
に
対
し
て
は
現
地
豪
族
を
鎮
守
（妬）
府
や
秋
川
城
の
在
庁
に
登
用
す
る
こ
と
で
内
同
化
を
図
り
、
そ
れ
以
北
の
郡
制
未
施
行
地
域
に
対
し
て
は
受
領
に
よ
る
直
接
的
な
支
配
・
収
奪
を
強
化
し
て
い
く
二
元
的
な
体
制
に
移
行
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
安
倍
氏
が
蝦
夷
一
蒙
族
の
出
自
か
中
央
貴
族
の
分
流
か
は
俄
に決め難い胸、いずれにせよ十肚紀後半段階における北部
四
郡
回
復
の
過
程
で
登
用
の
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、
胆
沢
城
廃
絶
後
四
七
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新
た
に
編
成
さ
れ
た
鎮
守
府
在
庁
機
構
の
一
員
と
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
権
力
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、
軍
事
貴
族
の
鎮
守
府
将
軍
就
任
が
恒
例
化
し
て
い
く
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
在
任
者
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
秀
郷
流
藤
原
氏
や
貞
盛
流
桓
武
平
氏
と
い
っ
た
「
兵
の
家
」
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
秋
田
城
介
に
つ
い
て
も
明
証
を
欠
く
も
の
の
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
中
央
政
界
と
坂
東
と
を
股
に
か
け
て
活
蹄
す
る
彼
ら
「
兵
」
が
奥
羽
の
武
官
に
任
じ
ら
れ
た
背
景
に
は
、
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
の
狄
坂
丸の瓢他や天延二年（九七Ⅲ）の粥のに砿といった不穏な
情
勢
を
受
け
て
、
郡
制
未
施
行
の
北
辺
地
域
と
対
時
す
る
鎮
守
府
や
秋
田
城
の
軍
事
力
を
増
強
す
る
政
策
的
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
郎
従
な
ど
と
し
て
下
向
し
た
「
兵
」
や
そ
の
子
孫
た
ち
の
な
か
に
は
、
奥
羽
に
上
着
・
留
住
し
、
国
府
や
鎮
守
府
・
秋
田
城
の
在
庁
と
な
る
な
ど
し
て
現
地
政
治
の
末
端
に
連
な
っ
て
い
く
者
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
鎮
守
府
・
秋
田
城
の
整
備
強
化
は
や
が
て
陸
奥
守
と
鎮
守
府
将
軍
、
出
羽
守
と
秋
田
城
介
と
の
対
立
抗
争
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
と
な
る
。
長
保
三
年
（
一
○
○
一
）
に
は
秋
川
城介某信正が出羽守藤原義理によって殺害乱仙、寛仁二年
（
一
○
一
△
に
は
陸
奥
守
藤
原
貞
仲
と
前
鎮
守
府
将
軍
平
維
良
と
法
政
史
学
第
七
十
一
号
四八
が〈口戦に及Ｌ趣・いずれ‘も事の詳細は不明であるが、義
理・貞仲・維良の一一一者はいずれも摂関家への私的貢献（主
に
貢
蝿
）
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
家
司
受
領
で
あ
り
、
就
中
維
良
は
長
和
三
年
（
一
○
一
四
）
に
馬
二
十
頭
・
胡
線
・
鷲
羽
・
砂
金
等
莫
（犯）
大
な
財
貨
を
携
え
て
参
洛
１
）
大
々
的
な
猟
官
運
動
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
か
ら
、
事
件
の
背
景
に
は
北
方
交
易
を
め
ぐ
る
利
権
争
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
は
「
十
世
紀
半
ば
以
降
（
中
略
）
鎮
守
府
・
秋
田
城
の
（
中
略
）
国
府
か
ら
の
独
立
が
推
進
さ
れ
」
、
「
独
自
の
管
郡
の
設
定
（
鎮
守
府
が
奥
六
郡
、
秋
川
城
が
秋
川
・
河
辺
郡
と
山
北
三
郡
）
や
、
長
官
で
あ
る
鎮
守
府
将
軍
・
秋
田
城
介
の
「
受
領
官
」
へ
の
格
上げが行われ、両城の〃第二阿府化〃が進行し湖」と言わ
れ
て
き
た
が
、
渕
原
氏
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
制
度
上
将
軍
・
城
介
は
受
領
官
で
は
な
く
、
鎮
守
府
・
秋
田
城
も
あ
く
ま
で
国
府
の
被
管
（弧）
であったから、〃「独自の管郡」を，もつ「第一一国府」〃とま
で
評
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
熊
谷
公
男
氏
が
見
出
し
た
将
軍
・
城
介
の
〃
国
守
の
下
位
の
徴
税
請
負
人
“
と
い
う
側
面
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
守
（
受
領
）
は
将
軍
・
城
介
（
〃
受
領
“
）
に
よ
る
貢
進
物
納
入
を
前
提
と
し
て
は
じめてその職責を十全に果たし得たとする氏の臘搬はなお
有
効
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
馬
や
金
な
ど
の
北
方
産
物
は
、
前
述
の
と
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お
り
中
央
権
門
に
対
す
る
受
領
（
”
受
領
し
た
ち
の
私
的
な
献
上
砧
と
し
て
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
府
へ
の
納
入
をめぐる軋礫（例えば、私的得分を増やすべく〃受領“側が規
定
敵
を
納
入
し
な
か
っ
た
り
、
受
緬
側
が
噌
額
を
強
要
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
）
は
日
常
茶
飯
事
で
、
先
の
二
つ
の
事
件
な
ど
は
氷
山
の
一
角
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
〃
二
人
の
受
領
“
が
机
争
う
対
立
構
川
は
や
が
て
、
鎮
守
府
・
秋
田
城
か
ら
軍
事
貴
族
が
排
除
さ
れ
、
奥
羽
両
国
の
政
治
に
関
す
る
諸
権
限
が
川
守
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
で
ひ
と
ま
ず
解
消
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
鎮
守
府
将
軍
は
長
元
元
年
（
一
○
二
八
）
以
降
、
秋川城介もおそらくは同時期を境に一時停廃匙池、以後の
政
務
は
陸
奥
守
・
出
羽
守
塵
下
に
編
成
さ
れ
た
鎮
守
府
・
秋
山
城
の
在
庁
機
構
、
就
中
そ
の
筆
孤
の
地
位
に
あ
っ
た
安
倍
氏
・
消
原
氏
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
【史料４】「陸奥話記」天喜四年（一○五六）段
（
天
喜
四
年
）
任終之年、（源頼義）為し行府務、入舌鎮守府○数十Ⅱ
経
廻
之
間
、
頼
時
傾
レ
首
給
仕
、
駿
馬
・
金
宝
之
類
悉
献
二
幕
下
、
兼
給
士
卒
Ｃ
［史料５］「奥州後三年記」
（一○八一一一）
、水保一一一年の秋、源義家朝臣、陸奥守になりてにはかに
（清原真衡）
く
だ
れ
り
。
真
ひ
ら
、
ま
づ
た
た
か
ひ
の
こ
と
を
わ
す
れ
て
、
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
新
司
を
饗
応
せ
ん
こ
と
を
い
と
な
む
。
三
日
厨
と
い
ふ
事
あ
り
。
Ｈ
ご
と
に
上
馬
五
十
疋
な
ん
引
け
る
。
其
ほ
か
金
羽
・
あ
ざ
ら
し
・
紺
布
の
た
ぐ
ひ
、
数
し
ら
ず
も
て
ま
い
れ
り
。
史
料
５
は
新
任
同
可
に
対
す
る
饗
応
儀
礼
（
三
Ⅱ
厨
）
の
著
名
な
事例であふ洲、史料４もまたそれに相当するものであった
（犯）
と考遣えられる。真衡が饗応を行ったのは「同ノ内ノ可レ然
北魁」の一人としての鋲守府在庁筆頭の立場にもとづく行
為
で
あ
ろ
う
か
ら
、
頓
時
も
ま
た
同
様
な
立
場
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
く、「安大夫」の通称もそれを傍証しよう。熊谷氏以降、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
安
倍
氏
を
鎮
守
府
在
庁
の
統
率
者
と
位
置
づける見解が多く出されているが、小稿もまたそれを継承
（釦）
し
た
い
。
安
倍
氏
は
こ
の
段
階
で
、
「
鎮
守
府
押
領
使
」
「
奥
六
川
主
」
と
も
仮
称
す
べ
き
、
将
軍
に
代
位
す
る
権
力
を
漣
得
し
た
の
で
あった。
と
こ
ろ
で
樋
Ⅱ
知
志
氏
は
、
鎮
守
府
将
軍
が
停
廃
に
至
る
ま
で
の
過杼を次のように論じている。
貞仲の二代後の陸奥守平孝義（在任一○一一コ一～二八）
の
在
任
中
を
岐
後
に
鎮
守
府
将
瓶
は
不
在
化
し
た
が
、
孝
義
は
維
良
の
後
任
の
鎮
守
府
将
軍
平
永
盛
（
在
任
一
○
一
八
～
二
二
）
（⑫）
と
親
族
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
ず
永
盛
を
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
て
府
政
を
収
束
さ
せ
、
次
い
で
孝
義
を
陸
奥
守
に
任
じ
た
の
は
、
四
九
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両
者
の
親
族
関
係
を
利
用
し
て
陸
奥
守
と
鎮
守
府
将
軍
と
の
政
治
権
力
の
一
本
化
を
図
ろ
う
と
す
る
国
家
側
の
高
等
戦
術
か
ら
出
た
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鎮
守
府
将
軍
を
無
力
化
し
よ
う
と
す
る
陸
奥
守
孝
義
側
の
意
脚
は
、
維
良
在
任
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
て
以
来
順
獅
貴
族
鎮
守
府
将
軍
の
強
大
化
を
危
棋
し
て
い
た
鎮
守
府
在
庁
、
就
中
そ
の
筆
頭
安
倍
氏
側
の
意
志
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
勢
力
が
互
い
に
提
携
し
た
結
果
、
府
政
か
ら
軍
事
貴
族
を
排
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
ある。（要約）
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
若
干
の
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
永
盛
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
寛
仁
二
年
一
月
で
、
同
年
八
月
貞
仲
と
維
良
が
合
戦
に
及
ぶ
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
永
盛
の
後
任
に
や
は
り
軍
事
貴
族
で
秀
郷
流
藤
原
氏
嫡
流の藤原帆綱（在任一○二二～一一出）が据えられたことも、
中
央
政
府
が
鎮
守
府
将
軍
の
無
力
化
・
停
廃
を
企
図
し
て
い
た
と
す
れ
ば
理
解
に
苦
し
む
人
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
央
政
府
の
側
か
ら
積
極
的
に
軍
事
貴
族
鎮
守
府
将
軍
の
排
除
に
動
い
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
陸
奥
現
地
の
側
か
ら
の
そ
う
し
た
主
体
的
運
動
・
要
求
の
高
ま
り
を
受
け
、
中
央
政
府
が
（
租
税
や
貢
進
物
を
以
後
も
滞
り
な
く
納
入
す
る
こ
と
を
条
件
に
）
そ
れ
を
追
認
す
る
形
で
将
軍
停
廃
が
な
さ
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
法
政
史
学
第
七
十
一
号
五
○
［史料６］「藤原保則伝」元慶一二年（八七九）（腱
（出羽）
此
国
、
民
夷
雑
居
、
田
地
膏
恢
。
土
産
所
し
出
、
珍
貨
多
端
。
豪
吏
井
兼
、
無
し
有
皇
紀
極
へ
私
増
鷺
租
税
へ
恐
加
：
徳
賦
っ
又
権門子年来求二善馬良鷹一者、狼聚如レ雲。辺民愚朴、
無し知Ｌ川訴、唯随：其求、イレ一言：煩費ｃ由し是朧畝之
民、皆若『貧窮○好獅之裁多致：富搬○
十
一
世
紀
陸
奥
国
北
部
の
社
会
状
況
も
ま
た
、
元
慶
の
乱
（
八
七
八
）
丸
時
の
出
羽
国
の
そ
れ
と
杣
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
武
力
行
使
も
辞
さ
ぬ
軍
事
貴
族
鎮
守
府
将
軍
の
存
在
は
、
利
権
を
奪
い
合
う
陸
奥
守
や
国
府
在
庁
勢
力
の
み
な
ら
ず
、
安
倍
氏
を
中
心
と
す
る
鎮
守
府
在
庁
勢
力
や
”
二
人
の
受
領
“
に
よ
る
〃
二
重
の
搾
取
“
に
晒
さ
れ
た
「
辺
民
」
か
ら
も
、
既
得
権
益
を
阻
害
し
社
会
を
混
乱
さ
せ
る
脅
威
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
も
あ
れ
、
陸
奥
守
平
孝
義
の
代
に
大
き
な
国
政
改
鹸
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
樋
口
氏
の
推
測
す
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
私
見
で
は
、
安
倍
・
金
両
氏
の
蜜
月
関
係
の
出
発
点
も
ま
た
こ
の
時
期
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
に
つ
い
て
十
世
紀
後
半
以
降
の
情
勢
を
概
観
し
な
が
ら
考
え
て
き
た
が
、
で
は
一
方
の
金
氏
と
は
い
四
陸
奥
守
平
孝
義
の
国
政
改
革
と
安
倍
氏
・
金
氏
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かなる一豪族であったのか。
全
氏
も
安
倍
氏
同
様
「
陸
奥
話
記
」
で
は
じ
め
て
史
料
上
に
現
れ
て
く
る
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
出
自
や
系
譜
等
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
説
に
は
天
長
元
年
（
八
二
四
）
陸
奥
国
に
安
置
（妬）
さ
れ
た
新
羅
人
金
貴
賀
を
祖
と
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。
「
俘
囚
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
例
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
非
蝦
夷
系
の
在
地
豪
族
で
、
十
世
紀
以
降
の
い
わ
ゆ
る
国
司
受
領
化
の
動
き
に
伴
い
没
落
し
た
旧
郡
司
層
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
新興郡司（大石直仏Ｍが説くところの郡司職の所有者）の類型
に
属
す
る
か
。
「
陸
奥
話
記
」
に
「
気
仙
郡
司
金
為
時
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
元
々
は
気
仙
郡
を
本
貫
と
し
、
そ
の
後
磐
井
郡
へ
も
勢
力
を
西
潮
ぎ
せ
て
い
き
、
両
郡
の
「
郡
司
職
」
を
保
持
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
筆
す
べ
き
は
、
気
仙
・
磐
井
両
郡
の
地
理
的
軍
要
性
で
あ
る
。
気
仙
郡
は
建
郡
当
初
か
ら
前
九
年
合
戦
期
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
太
平
洋
岸
最
北
の
郡
、
陸
奥
国
「
海
道
」
の
終
点
で
あ
り
、
か
つ
鉄
（蛆）
や
琉
珀
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
「
閉
伊
七
村
」
（
岩
手
県
三
陸
沿
岸
地
域
）
や
馬
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
「
鉋
屋
・
仁
ｔ
Ｒ
志
・
宇
曾
利
（ぬ）
一二部」の「奥地」（岩手県北部～青森県三八上北地域）への玄
関
口
で
も
あ
り
、
北
方
交
易
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
た
要
衝
で
あ
っ
た
。
「
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば
気
仙
・
大
島
・
気
前
の
三
郷
が
存
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
在
し
、
こ
の
う
ち
気
仙
郷
は
現
在
の
岩
手
県
陸
前
高
田
市
付
近
、
大
（卯）
島
郷
は
宮
城
県
気
仙
沼
市
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
陸
前
吉
向
田
市
内
に
は
「
厨
」
銘
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
ふ
る
ご
お
り
（皿）
小
泉
遺
跡
や
「
古
郡
」
と
い
う
地
名
も
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
気
仙
郷
に
郡
家
が
所
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。
気
仙
郡
可
金
為
時
も
こ
こ
に
拠
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
○
一
〃
の
磐
井
郡
は
「
山
道
」
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
南
北
に
走
る
東
山
道
・
北
上
川
と
い
う
水
陸
交
通
の
大
動
脈
を
介
し
て
北
は
奥
六
郡
、
南
は
栗
原
郡
や
登
米
郡
に
通
じ
、
さ
ら
に
砂
鉄
川
・
千
厩
川
沿
い
に
河
谷
を
辿
れ
ば
気
仙
郡
へ
も
通
じ
る
と
い
う
〃
交
通
の
十
字
路“であった。「和名類聚抄」によれば上腿・山田・沙沢。 ますざわ
仲村・磐井・磐本・駅家の七郷が所仏凹、このうち「陸奥
話
記
」
に
も
み
え
る
仲
村
郷
（
後
掲
史
料
８
）
は
岩
手
県
一
関
市
花
泉
町
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
近
年
、
河
崎
柵
擬
定
地
同
市
川
崎
町
か
ん
ざ
き
門
崎
）
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
十
一
世
紀
代
も
の
と
推
定
さ
れ
る
二条の堀が検州され、その「交通遮断」を重視した立地構
（別）
造の一端が明らかとなった。〃北上川の第二阯胆“とも一一一一口
う
べ
き
地
を
支
配
し
た
金
為
行
率
い
る
磐
井
金
氏
は
、
河
川
交
通
を
介
し
た
交
易
・
物
流
に
深
く
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
か
く
の
ご
と
き
北
と
南
の
結
節
点
を
地
盤
と
し
た
金
氏
は
、
受
領
官
陸
奥
守
の
下
で
山
海
両
道
お
よ
び
対
北
方
の
政
治
・
経
済
の
実
務
五
一
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を
担
う
国
府
有
力
在
庁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
馬
や
金
の
調
達
など蝦夷交易の実質的な統臘鞭」であった安倍氏と同様の
職
掌
・
性
格
を
有
す
る
豪
族
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。「陸
奥
話
記
』
に
て
安
倍
氏
の
存
在
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
結
果
、
と
も
す
れ
ば
金
氏
は
安
倍
氏
の
一
従
者
に
過
ぎ
な
か
つ
た
か
の
ご
と
く
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
〃
金
氏あっての安倍氏“と一一一一ｍっても過一一一一口ではなかった。すなわ
ち
、
安
倍
氏
は
確
か
に
鎮
守
府
在
庁
筆
頭
と
し
て
陸
奥
国
北
部
の
政
治
・
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
の
力
が
直
接
及
ぶ
範
囲
は
奥
六
郡
内
に
限
ら
れ
、
安
倍
氏
単
独
で
は
「
出
二
衣
川
外
」
る
こ
と
も
、
海
道
地
方
に
進
出
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
金
氏
は
、
勢
力
こ
そ
安
倍
氏
に
及
ば
ぬ
も
の
の
、
境
界
領
域
で
あ
る
気
仙
・
磐
井
両
郡
を
擁
す
る
国
府
在
庁
の
一
員
と
し
て
、
東
山
道
陸
上
交
通
、
北
上
川
河
川
交
通
、
太
平
洋
海
上
交
通
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
交
易
・
物
流
の
ル
ー
ト
を
掌
握
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
勢
力
な
が
ら
単
独
で
は
山
道
地
方
に
し
か
影
響
力
が
な
い
安
倍
氏
と
、
同
氏
に
較
べ
れ
ば
）
小
勢
刀
な
が
ら
山
海
両
道
に
影
響
力
を
発
揮
し
得
た
金
氏
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
両
氏
が
結
び
つ
く
一
つ
の
動
機
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
安
倍
氏
は
金
氏
と
結
ぶ
こ
と
で
は
じ
め
て
山
海
両
道
の
広
範
な
人
や
法
政
史
学
第
七
十
一
号
モ
ノ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
し
、
「
交
易
の
統
轄
者
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
金
氏
も
ま
た
鎮
守
府
在
庁
筆
頭
の
安
倍
氏
と
結
ぶ
こ
と
で
よ
り
権
力
基
盤
を
強
化
し
、
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
両
氏
が
結
び
つ
く
こ
と
は
、
陸
奥
国
政
全
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
北
方
交
易
の
利
権
を
め
ぐ
る
〃
二
人
の
受
領
〃
の
対
立
を
収
束
さ
せ
、
鎮
守
府
か
ら
軍
事
貴
族
を
排
除
し
つ
つ
安
定
的
な
奥
六
郡
支
配
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
安
倍
氏
率
い
る
鎮
守
府
在
庁
勢
力
を
国
府
の
麿
下
に
編
成
し
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
境
を
接
し
、
と
も
に
交
易
統
轄
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
安
倍
・
金
両
氏
が
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
両
氏
が
婚
姻
を
重
ね
て
蜜
月
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
当
事
者
レ
ベ
ル
で
の
利
害
の
一
致
に
加
え
て
、
陸
奥
国
政
レ
ベ
ル
で
の
政
策
領
導
の
動
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
度
、
前
述
し
た
平
孝
義
の
陸
奥
国
政
改
革
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
具
体
的
中
身
に
つ
い
て
は
史
料
を
欠
き
、
多
く
を
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
陸
奥
交
易
御
馬
制
に
関
し
て
、
孝
義
在
任
中
の
万
寿
三
年
（
一
○
二
六
）
以
降
ほ
ぼ
例
外
な
く
近
衛
府
下
級
官
人
下
毛
野
氏
が
御
馬
交
易
便
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
改
革
の
一
環
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
説
も
五
二
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（印）
あ
る
。
下
毛
野
氏
の
起
用
が
果
た
し
て
中
央
政
府
の
、
王
導
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
陸
奥
現
地
の
意
向
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
（魂）
の
力
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
孝
義
の
代
に
鎮
守
府
将
獺
停
廃
と
並
ぶ
重
要
な
先
例
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
Ⅱ
す
べ
き
は
、
孝
義
自
身
、
安
倍
氏
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
史
料
３
に
は
散
位
平
孝
忠
な
る
人
物
が
み
え
て
い
る
が
、
高
橋
富
雄
氏
は
こ
の
孝
忠
（弱）
を
孝
義
の
一
族
の
土
着
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
私
ｊ
ｂ
Ｍ
感
で
あ
る
。
「
孝
」
の
字
を
共
有
す
る
ば
か
り
で
な
く
「
散
位
」
を
冠
し
、
史
料
２
で
は
「
貞
任
家
族
」
と
し
て
貞
任
・
軍
任
・
経
清
に
次
い
で
、
史
料
３
で
は
「
貞
任
・
宗
任
之
一
族
」
の
筆
頭
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
孝
忠
は
、
孝
義
の
血
を
享
け
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
源
頼
義
が
陸
奥
守
離
任
時
に
常
陸
国
の
豪
族
多
気
権
守
宗
基
の
娘
と
の
間
に
女
子
を
儲
け
、
彼
女
が
後
に
清
原
真
衡
の
養
子
成
衡
の
妻
と
な
っ
た
事
例
を
想
起
さ
れ
た
い
。
あ
え
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
孝
忠
は
、
ち
ょ
う
ど
清
原
武
則
の
「
は
は
か
た
の
を
い
又
む
こ
」
で
あ
っ
た
吉
彦
秀
武
の
よ
う
に
、
平
孝
義
と
安
倍
忠
良
の
娘
（
Ⅱ
頓
時
の
姉
妹
）
と
の
間
に
生
ま
れ
、
か
つ
頼
時
の
娘
Ｔ
貞
任
の
姉
妹
）
を
要
っ
た
が
ゆ
え
に
「
貞
任
家
族
」
と
称
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
孝
忠
は
前
九
年
合
戦
当
時
、
安
倍
氏
一
族
内
に
あ
っ
て
姻
戚
と
し
て
は
藤
原
経
清
ら
と
並
ぶ
－
廉
の
「
賊
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
帥
」
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
孝
義
と
為
元
も
ま
た
安
倍
氏
を
介
し
て
姻
戚
愈
良
の
娘
婿
）
同
士
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
為
元
の
婿
入
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
孝
義
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
婿
入
り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
の
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
孝
義
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
安
倍
頓
時
の
次
男
貞
任
が
長
元
二
年
（
一
○
二
九
）
（帥）
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
頓
時
と
同
枇
代
の
為
一
兀
は
孝
義
在
任
の
こ
ろ
十
分
婚
姻
適
齢
期
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
安
倍
・
金
両
氏
が
緊
密
化
す
る
こ
と
は
、
鎮
守
府
勢
力
を
自
ら
の
陛
下
に
編
成
し
、
陸
奥
同
政
の
安
定
化
を
図
る
孝
義
に
と
っ
て
も
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
陸
奥
守
孝
義
、
鎮
守
府
在
庁
安
倍
氏
、
同
府
在
庁
金
氏
の
三
者
は
以
後
、
政
策
的
に
も
血
縁
的
に
も
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
たのではなかろ１脚・その意味では、最近樋口知芯雌が指
摘
し
た
よ
う
に
、
貞
任
の
生
母
も
ま
た
磐
井
金
氏
の
女
性
で
貞
任
は
為
行
の
「
は
は
か
た
の
を
い
又
む
こ
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
考えられよう（図３）。
安
倍
忠
良
は
長
元
九
年
、
陸
奥
権
守
に
任
じ
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
い
か
に
将
軍
に
代
位
す
る
「
鎮
守
府
押
領
使
」
「
奥
六
郡
主
」
と
は
い
え
、
現
地
一
蒙
族
が
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
高
官
に
任
じ
ら
れ
る
の
か
少
し
く
疑
問
で
も
あ
る
が
、
「
陸
奥
話
記
』
に
み
え
る
源
頼
五
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義
の
代
の
陸
奥
権
守
藤
原
説
貞
は
頼
義
下
向
以
前
の
永
承
二
年
二
○
川
上
の
段
階
で
す
で
に
藤
原
経
清
ら
と
と
も
に
陸
奥
の
住
人
で
（田）
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
現
地
豪
族
の
権
守
登
川
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
、
仮
に
忠
良
が
権
守
に
就
い
た
事
実
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
安
倍
氏
が
鎮
守
府
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
氏
ら
を
は
じ
め
と
す
る
国
府
在
庁
勢
力
と
も
積
極
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
そ
の
立
場
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
っ
た
こ
と
は
動
く
ま
い
。
姻
戚
関
係
の
樹
立
は
、
そ
の
た
め
の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｔ影Ｆ女〒
安倍忠良写頼一百一町千代童〒
五
金
氏
の
分
裂
か
ら
前
九
年
合
戦
へ
し
か
し
、
政
治
的
安
定
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
平
孝
義
の
治
法
政
史
学
第
七
十
一
号
磐井余氏関係推定安倍氏
図②
図３
世
か
ら
わ
ず
か
四
半
世
紀
後
の
永
承
六
年
二
○
五
一
）
、
安
倍
頓
時
は
陸
奥
守
藤
原
登
任
と
武
力
衝
突
に
及
び
（
鬼
切
部
の
戦
と
、
続
く
陸
奥
守
淵
瀬
義
と
の
間
に
も
天
喜
四
年
二
○
五
六
）
以
降
戦
端
が
開
か
れ
、
以
後
康
平
五
年
（
’
○
六
二
）
九
月
の
安
倍
氏
敗
北
に
至
る
ま
で
、
前
九
年
合
戦
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
九
年
合
戦
に
お
い
て
金
氏
は
、
源
氏
方
に
与
す
る
気
仙
金
氏と安倍氏方に与する磐井金氏とに分裂した。ともすれば
源
氏
と
安
倍
氏
と
の
対
決
に
埋
没
し
が
ち
な
金
氏
の
存
在
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
金
氏
の
分
裂
に
こ
そ
前
九
年
合
戦
の
開
戦
原
因
を
読
み
解
く
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
「
陸
奥
話
記
」
の
語
る
開
戦
経
緯
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
源
頼
義
一
行
が
鎮
守
府
か
ら
国
府
へ
帰
還
す
る
途
中
、
陸
奥
権
守
藤
原
説
貞
の
子
息
光
貞
・
元
貞
の
夜
営
が
何
者
か
に
襲
撃
さ
れ
、
人
馬
を
殺
傷
さ
れ
た
。
頼
義
の
事
情
聴
取
に
対
し
て
光
貞
は
「
貞
任
、
以
２
先
年
欲
し
蝋
工
光
貞
妹
、
而
賤
主
其
家
族一不し許。貞任深為し恥。権し之貞任所し為突」と答え
た
た
め
、
頼
義
は
貞
任
を
処
罰
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
安
倍
頼時は「父子之愛不し能鳶棄忘心一日一伏し株、五口何忍哉」
と
貞
任
の
身
柄
引
き
渡
し
を
拒
否
し
、
徹
底
抗
戦
を
宣
言
し
た
た
め
、
頼
義
は
安
倍
氏
追
討
の
軍
を
発
し
、
そ
の
兵
力
は
「
坂
東
猛
士
、
雲
集
雨
来
」
し
て
「
歩
騎
数
万
」
に
膨
れ
上
が
っ
五
四
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た
。
そ
こ
に
は
、
頓
時
の
娘
婿
で
国
府
在
庁
官
人
の
藤
原
経
清
・
平
永
衡
の
二
人
の
姿
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
衣
川
へ
の
征
途
、
永
衡
は
内
通
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
処
刑
さ
れ
て
し
ま
う
。
立
場
を
同
じ
く
す
る
経
清
は
二
の
舞
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
一
計
を
案
じ
、
「
頼
時
造
：
怪
騎
出
弓
於
間
道
、
将
ｒ
攻
百
Ｎ
府取中将軍妻子Ｌと流一一一一口を構えて軍中を混乱に陥れ
た
。
頼
義
は
周
閉
の
勧
め
に
従
っ
て
急
遼
国
府
へ
と
引
き
返
し
た
後
、
気
仙
郡
Ⅶ
金
為
時
に
命
じ
て
頓
時
を
攻
撃
さ
せ
、
頼
時
は
舎
弟
僧
良
昭
に
命
じ
て
こ
れ
を
防
戦
さ
せ
た
。
為
時
軍
は
か
な
り
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
後
方
か
ら
の
援
軍
が
な
か
っ
た
た
め
一
戦
交
え
た
だ
け
で
退
却
し
た
。
か
か
る
混
乱
の
隙
を
衝
い
て、経清は頓時の許へと寝返った。（要約）
しかし、すでに樋Ⅱ知迩雌が詳しく分析しているよう
に
、
か
か
る
「
陸
奥
話
記
」
の
記
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
た
だ
ち
に
史
実
と
は
認
め
難
い
。
同
書
は
前
九
年
合
戦
を
〃
「
追
討
将
軍
」
源
頼
義
に
よ
る
逆
「
賊
」
安
佶
氏
の
追
討
の
物
語
“
と
し
て
拙
き
川
す
都
合
上
、
こ
と
さ
ら
に
安
倍
頼
時
・
貞
任
父
子
の
叛
逆
・
不
服
従
ぶ
り
を
強
調
し
て
戦
い
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
い
る
感
が
あ
り
、
そ
う
し
た
筋
書
き
を
素
直
に
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、
藤
原
経清が寝返った経緯は、後に頼義の恨みを一身に買って惨
死
す
る
こ
と
に
な
る
経
清
の
「
大
逆
無
道
」
ぶ
り
を
示
す
事
例
と
し
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
て
、
そ
し
て
平
永
衡
が
処
刑
さ
れ
た
経
緯
は
そ
の
た
め
の
伏
線
と
し
て
、
と
も
に
意
図
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
物
語
ｔ
の
作
為
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
は
「
歩
騎
数
万
」
な
ど
と
あ
る
点
も
、
そ
の
後
の
展
開
を
考
え
れ
ば
い
か
に
も
信
懸
性
に
乏
し
い
。
右
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
う
ち
辮
実
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
か
つ
て
貞
任
が
縢
原
税
貞
の
娘
を
嫁
に
所
望
し
て
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
（
そ
れ
を
貞
征
が
「
深
為
し
恥
」
し
て
犯
行
に
及
ん
だ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）
、
天
再
川
年
に
金
為
時
が
僧
良
昭
と
一
戦
を
交
え
た
と
い
う
こ
との二点だけと一一一一口っても過一一一一ｍではあるまい。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
為
時
と
対
塒
し
た
僧
良
昭
が
磐
井
郡
小
松
柵
主
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
磐
井
郡
は
安
倍
氏
と
同
族
ざ
な
が
ら
の
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
磐
井
金
氏
の
地
盤
で
あ
る
。
ざ
す
れ
ば
、
前
九
年
合
戦
の
実
質
的
な
緒
戦
と
な
っ
た
天
富
川
年
の
戦
い
は
、
源
頼
義
の
意
を
受
け
た
為
時
率
い
る
気
仙
金
氏
に
攻
撃
さ
れ
た
磐
井
金
氏
を
僧
良
昭
率
い
る
安
倍
氏
軍
が
救
援
し
た
、
い
わば金氏何十の同族対決であったとみることができよう。
翌
天
真
五
年
、
安
倍
頓
時
は
「
奥
地
俘
囚
」
ら
と
の
戦
い
で
負
傷
・
落
命
し
て
し
ま
う
が
、
こ
の
時
「
奥
地
俘
囚
」
ら
を
説
得
し
て
官
軍
側
に
引
き
入
れ
た
の
も
為
時
で
あ
っ
た
。
［史料７］「陸奥話記」天専五年九月段
天喜五年秋九月、進二国解一言Ｎ上詠。伐頼時一之状上僻、
五
五
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「
臣
使
三
金
為
時
・
下
毛
野
興
重
等
、
甘
斗
説
奥
地
俘
囚
、
令
レ
興
一
官
軍
Ｃ
於
し
是
鉋
屋
・
仁
士
呂
志
・
宇
曾
利
、
合
一
三
部
夷
人
弍
安
倍
富
忠
為
し
首
発
し
兵
、
将
し
従
二
為
時
℃
而
頼
時
聞皇其計へ日往陳二利害ｐ衆不レ過二一千人っ富忠設一伏
兵
へ
撃
二
之
嶮
岨
「
大
戦
二
日
。
頓
時
為
」
流
矢
『
所
し
中
、
還・・鳥海柵死。（後略と。
こ
こ
で
は
川
解
と
い
う
性
格
も
あ
っ
て
か
、
「
臣
」
Ⅱ
噸
義
四
身
の
手
柄
で
あ
っ
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
菅
野
文
夫
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
際
に
こ
の
作
戦
を
企
阿
・
立
案
し
た
の
は
為
時
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
為
時
の
領
し
た
気
仙
郡
は
北
方
交
易
の
前
線
基
地
で
あ
り
、
そ
の
総
元
締
め
的
立
場
に
あ
っ
た
為
時
ゆ
え
に
「
奥
地
俘
川
」
と
の
交
渉
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
為
時
は
か
く
も
安
倍
氏
追
討
に
積
械
的
で
あ
っ
た
の
か
。
気
仙
金
氏
に
と
っ
て
安
倍
氏
は
頗
る
利
害
が
対
立
す
る
机
手
で
あ
り
、
そ
の
安
倍
氏
を
討
つ
た
め
な
ら
Ⅲ
族
の
磐
井
余
氏
を
も
敵
に
川
す
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
何
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
。
樋
口
氏
は
、
永
承
六
年
の
鬼
切
部
の
戦
い
が
、
三
十
数
年
前
の
寛
仁
二
年
（
一
○
一
八
）
に
勃
発
し
た
陸
奥
守
と
前
鎮
守
府
将
軍
と
の
衝
突
の
再
現
の
ご
と
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
鎮
守
府
将
軍
停
廃
後
そ
れ
に
代
位
す
る
存
在
と
な
っ
た
安
倍
氏
が
、
か
つ
法
政
史
学
第
七
十
一
号
て
の
鎮
守
府
将
軍
並
み
か
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど
の
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的
実
力
を
備
え
る
ま
で
に
強
大
化
し
た
こ
と
を
、
合
戦
の
重要な史的前提として挙げて乢秘。確かに、安倍氏が著し
く
勢
威
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
陸
奥
国
内
に
お
け
る
諸
豪
族
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
そ
の
こ
と
が
と
り
わ
け
陸
奥
守
や
国
府
在
庁
勢
力
の
側
に
深
刻
な
脅
威
と
と
ら
え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
、
実
際
に
は
陸
奥
守
（
藤
原
登
住
お
よ
び
源
願
義
）
に
よ
る
安
倍
氏
追
討
は
な
か
な
か
思
う
に
任
せ
ず
、
兵
士
や
食
糧
を
整
え
る
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
国
府
在
庁
勢
力
の
側
で
も
平
永
衡
や
藤
原
経
清
の
よ
う
に
公
然
と
安
倍
氏
方
に
立
っ
た
者
の
ほ
か
、
中
立
・
傍
観
を
決
め
込
ん
で
追
討
に
協
力
的
で
な
い
者
も
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
安
倍
氏
を
忌
避
す
る
向
き
が
大
勢
で
あ
っ
た
とは一一一一Ｕえないようである。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
最
大
の
原
因
と
し
て
想
定
す
べ
き
は
、
北
方
交
易
を
め
ぐ
る
利
権
対
立
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
史
料
７
に
は
金
為
時
と
並
ん
で
下
毛
野
興
重
な
る
人
物
が
み
え
る
が
、
下
毛
野
氏
と
い
え
ば
前
述
の
よ
う
に
当
時
恒
常
的
に
御
馬
交
易
使
に
起
用
さ
れ
て
い
た
近
衛
府
下
級
官
人
で
あ
る
。
当
時
の
奥
羽
社
会
は
「
権
門
子
年
来
求
：
善
馬
良
鷹
一
考
、
狼
聚
如
レ
雲
」
（
史
料
６
）
と
い
う
状
況
下
に
あ
り
、
陸
奥
守
に
と
っ
て
も
公
的
・
私
的
を
問
わ
ず
貢
馬
は
重
要
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
赴
任
に
際
し
て
は
必
ず
や
馬
の
調
達
能
力
に
五
六
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長
け
た
者
を
郎
従
に
加
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
の
興
重
も
そ
う
し
た
類
型
に
属
す
る
人
物
で
、
ゆ
え
に
「
奥
地
」
の
事
情
に
精
通
し
「
甘
説
」
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
か
。
「
奥
地
」
よ
り
馬
を
運
ぶ
た
め
に
は
陸
路
す
な
わ
ち
奥
六
郡
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
ら
、
奥
六
郡
主
安
倍
氏
と
御
馬
交
易
便
下
毛
野
氏
は
交
易
御
馬
制
の
円
滑
な
実
施
・
運
用
に
協
力
し
て
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
とも一一一一口える。下毛野姓を名乗る興重が安倍頓時に対して明
確
に
敵
対
的
行
動
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
安
倍
氏
と
の
間
に
馬
交
易
を
め
ぐ
る
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
安
倍
氏
は
金
氏
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
山
海
両
道
の
幅
広
い
人
や
モ
ノ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
は
安
倍
氏
・
磐
井
金
氏
・
気
仙
金
氏
の
三
者
が
陸
奥
守
磨
下
に
連
携
し
な
が
ら
、
山
海
両
道
に
お
け
る
安
定
的
な
交
易
・
物
流
体
制
を
構
築
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
安
倍
氏
が
強
大
化
し
、
磐
仲
金
氏
と
の
蜜
月
関
係
を
深
め
、
さ
ら
に
は
陸
奥
国
南
部
の
交
易
領
主
で
あ
る
平
永
衡
や
藤
原
経
済
と
も
婚
を
通
じ
る
な
ど
し
て
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
三
者
の
バ
ラ
ン
ス
に
不
均
衡
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
気
仙
金
氏
は
次
第
に
体
制
か
ら
疎
外
さ
れ
、
既
得
権
益
を
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
気
仙
金
氏
は
、
自
ら
に
と
っ
て
も
安
倍
氏
に
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
とっても生命線と一一一一口うべき磐井郡を安倍氏の影響下から奪
還
し
よ
う
と
図
り
、
つ
い
に
は
安
倍
氏
と
結
ぶ
Ⅲ
族
磐
井
金
氏
へ
の
武
力
行
使
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
権
守
藤
原
説
貞
が
安
倍
貞
任
と
の
縁
談
を
拒
否
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
は
家
柄
の
貴
賎
の
問
題
以
上
に
、
安
倍
氏
の
影
響
下
に
取
り
込
ま
れ
て
自
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
立
場
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
説
貞
も
あ
る
い
は
為
時
と
同
様
、
交
通
の
要
衝
を
支
配
し
た
交
易
領
主
で
あ
っ
た
か
。
も
っ
と
も
、
為
時
ら
の
行
動
は
決
し
て
大
方
の
支
持
を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
彼
ら
を
糾
合
し
た
陸
奥
守
源
頼
義
に
も
独
力
で
安
倍
氏
を
討
ち
滅
ぼ
す
力
は
な
く
、
結
局
は
出
羽
の
巨
頭
清
原
氏
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
頼
む
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
一方、安倍氏と結ぶことに活路を見出した磐井金氏は、
前
九
年
合
戦
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
終
始
安
倍
氏
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。
天
喜
五
年
十
一
月
の
黄
海
の
戦
い
で
は
、
貞
任
と
と
も
に
源
氏
軍
を
大
い
に
破
る
活
耀
を
み
せ
た
。
そ
し
て
、
妓
終
決
戦
と
な
っ
た
康
平
五
年
の
戦
い
に
お
い
て
も
、
金
氏
は
生
命
線
で
あ
る
磐
井
郡
を
死
守
す
べ
く
、
安
倍
氏
の
〃
防
波
堤
“
と
な
っ
て
奮
戦
し
た
も
の
と
みられる。
｛史料８］「陸奥話記」康平五年八月段
（
官
軍
）
休
二
士
整
：
干
戈
、
不
二
迫
攻
撃
Ｕ
又
遭
「
謀
雨
一
徒
五
七
Hosei University Repository
こ
れ
は
八
月
十
六
日
の
小
松
柵
攻
防
戦
に
続
く
件
で
あ
る
が
、
満
を
持
し
て
安
倍
氏
討
伐
に
向
か
っ
た
は
ず
の
官
軍
源
氏
・
清
原
氏
連
合
軍
）
が
緒
戦
で
食
糧
不
足
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
も
奇
妙
な
話
で
あ
る
。
「
陸
奥
話
記
」
は
詳
細
を
記
録
し
て
い
な
い
が
、
「
遮
。
奪
官
軍
之
輔
重
・
性
反
之
人
物
」
っ
た
実
働
部
隊
の
中
心
は
磐
井
金
氏
勢
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
仲
村
郷
な
ど
は
本
来
磐
井
金
氏
の
勢
力
圏
で
あ
り
、
こ
こ
で
そ
う
易
々
と
食
糧
の
調
達
を
許
す
と
は
考
え
難
い
。
史
料
に
は
み
え
な
い
数
多
く
の
小
競
り
合
い
や
ゲ
リ
ラ
戦
が
、
官
軍
の
迅
速
な
進
撃
を
阻
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
九
月
五
日
、
貞
任
は
精
兵
八
千
余
騎
を
も
っ
て
官
軍
の
本
陣
を
強
襲
し
た
が
、
巧
み
な
迎
撃
に
遭
っ
て
大
敗
を
喫
し
、
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
石
坂
柵
↓
高
梨
宿
↓
衣
河
関
と
一
気
に
磐
井
郡
内
の
防
衛
拠
点
を
攻
略
さ
れ
て
し
ま
う
（
前
掲
史
料
３
は
こ
こ
で
の
被
害
状
況
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
）
。
勢
い
づ
く
官
軍
の
前
に
、
安
倍
氏
軍
は
も
は
法
政
史
学
第
七
十
一
号
余糧驍
人一。。
也如則
００、凸
依
二
宗
任
之
諒
へ
遮
斗
奪
官
軍
之
轆
重
・
柱
反
之
人
物
っ
為
し
追
引
捕
件
好
類
飛
分
一
一
兵
士
千
余
人
「
遣
弓
栗
原
郡
弛
又
磐
井
郡
仲
村
地
、
去
レ
陣
四
十
余
里
也
。
耕
ゴ
作
田
畠
「
民
戸
頗
驍
。
則
遣
二
兵
士
三
千
余
人
「
令
し
刈
三
稲
禾
等
「
将
レ
給
二
軍
糧
ｐ
如
し
此
之
間
、
経
苣
十
八
箇
日
へ
留
：
営
中
一
者
六
千
五
百
送
二
数
日
ｐ
根
尽
食
尽
、
軍
中
飢
乏
。
磐
井
以
南
郡
々
、
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
直
し
て
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。
①
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
に
み
え
る
「
金
為
基
」
は
、
「
陸
奥
訴
記
」
に
み
え
る
「
安
倍
為
元
」
と
Ｍ
一
人
物
で
あ
り
、
安
倍
頓
時
の
父
忠
良
の
娘
婿
と
し
て
磐
井
金
氏
よ
り
迎
え
ら
れ
た
姻
戚
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
知
見
に
よ
り
、
安
倍
氏
と
磐
井
金
氏
と
が
二
枇
代
以
上
に
わ
た
っ
て
婚
姻
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
濃
密
な
姻
戚
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
両
氏
は
、
前
九
年
合
戦
当
時
Ⅲ
族
さ
な
が
ら
の
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
。
②
近
年
安
倍
氏
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
範
国
記
』
長
元
九
年
二
○
三
六
）
十
一
一
月
二
十
一
一
日
条
に
「
陸
奥
権
守
安
倍
忠
好
」
と
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
そ
の
陸
奥
国
下
向
・
留
住
を
同
年
以
降
と
み
る
新
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
①
の
点
に
鑑
み
る
と
、
わ
ず
か
や
雪
崩
を
打
っ
て
敗
走
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
十
七
日
、
安
倍
氏
最
北
の
拠
点
で
あ
る
岩
手
郡
厨
川
・
躯
戸
両
柵
が
陥
落
し
、
勝
敗
は
決
したい〃防
波
堤
“
が
破
ら
れ
た
時
、
安
倍
氏
の
命
脈
は
尽
き
た
。
磐
井
郡
、
磐
井
金
氏
の
存
在
は
、
ま
さ
し
く
奥
六
郡
安
倍
氏
の
生
命
線
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
む
す
び
に
か
え
て
五八
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二
十
年
前
後
で
同
族
さ
な
が
ら
の
強
問
な
紐
帯
を
築
き
得
た
と
は
考
え
難
く
、
従
い
難
い
。
③
安
倍
氏
の
出
ｎ
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
世
紀
後
半
に
お
け
る
陸
奥
国
北
部
四
郡
回
復
の
過
程
で
鎮
守
府
在
庁
に
登
用
さ
れ
、
次
第
に
撞
頭
し
て
そ
の
筆
頭
の
地
位
を
占
め
、
十
一
枇
紀
長
元
元
年
以
降
鎮
守
府
将
軍
が
停
廃
さ
れ
る
に
及
び
、
将
軍
に
代
位
す
る
「
鎮
守
府
押
領
使
」
「
奥
六
郡
主
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
勢
威
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
④
金
氏
も
ま
た
出
自
や
擾
頭
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
気
仙
・
磐
井
両
郡
と
い
う
交
通
の
要
衝
、
北
と
南
の
結
節
点
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
陸
奥
守
麿
下
に
山
海
両
道
お
よ
び
対
北
方
の
政
治
・
経
済
の
実
務
を
担
う
Ｎ
府
有
力
在
庁
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
倍
氏
は
金
氏
と
結
ぶ
こ
と
で
「
潮
出
二
衣
川
外
」
、
山
海
両
道
に
お
け
る
交
易
・
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
⑤
安
倍
・
金
両
氏
の
緊
密
化
は
、
鎮
守
府
在
庁
勢
力
を
自
ら
の
麿
下
に
編
成
し
、
陸
奥
国
政
の
安
定
化
を
Ｍ
ろ
う
と
し
た
陸
奥
守
乎
孝義（在任一○一一一一一～二八）にとっても大いにメリットが
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
陸
奥
守
孝
義
、
鎮
守
府
在
庁
安
倍
氏
、
川
府
在
庁
金
氏
の
三
者
は
政
策
的
に
も
Ⅲ
縁
的
に
も
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
、
孝
義
自
身
も
金
（
安
倍
）
為
元
と
並
ん
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
で
安
倍
氏
の
外
戚
と
な
っ
た
。
⑥
前
九
年
合
戦
に
お
い
て
金
氏
は
分
裂
し
、
安
倍
氏
の
強
大
化
に
よ
っ
て
既
得
権
益
を
Ⅲ
瀞
さ
れ
た
気
仙
金
氏
は
騨
井
郡
を
安
倍
氏
の
影
響
下
か
ら
奪
還
し
よ
う
と
図
り
、
同
族
磐
井
金
氏
へ
の
武
力
行
使
に
踏
み
切
っ
た
。
一
方
の
磐
艸
金
氏
は
終
始
姻
戚
安
倍
氏
と
行
動
を
と
も
に
し
、
磐
井
郡
を
死
守
す
べ
く
鴛
闘
し
た
。
安
倍
氏
に
と
っ
て
磐
井
郡
、
磐
井
金
氏
の
存
在
は
生
命
線
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
小
稿
で
は
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
安
倍
氏
の
盛
衰
を
概
観
し
て
き
た
が
、
甚
だ
関
係
資
料
を
欠
く
な
か
で
推
測
・
憶
測
を
重
ね
た
議
論
に
終
始
し
、
数
多
の
錯
誤
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
慨
れ
る
。
大
方
の
ご
批
判
ご
叱
正
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
金
氏
以
外
の
諸
氏
族
（
清
原
氏
な
ど
）
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
も
論
究
す
べ
き
問
題
は
多
い
が
、
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
こ
で
掴
筆
し
た
い
。
註（１）
安
倍
氏
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
多
い
が
、
’
九
九
○
年
代
以
降
では高橋錐「蝦夷の末商ｌ前九年・後三年の役の実像ｌ」
（
中
公
新
評
、
一
九
九
一
年
）
、
伊
藤
博
幸
。
六
筒
郡
と
刺
」
樅
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
二
岩
手
史
学
研
究
」
七
五
、
’
九
九
二
年
）
、
ハミ
九
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法
政
史
学
第
七
十
一
号
熊
谷
公
男
「
受
領
官
」
鎮
守
府
将
軍
の
成
立
」
（
羽
下
徳
彦
編
「
中
世
の
地
域
社
会
と
交
流
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
旧
年
）
、
本
堂
寿
一
「
安
倍
氏
俘
囚
論
ｌ
陸
奥
の
大
豪
族
安
倍
氏
の
盛
衰
と
そ
の
歴
史
的
背
景
ｌ
」
（
「
北
上
市
立
博
物
館
研
究
報
告
」
一
○
、
一
九
九
五
年
）
、
戸
川
点
ａ
「
前
九
年
合
戦
と
安
倍
氏
」
（
十
世
紀
研
究
会
編
「
中
世
成
立
期
の
政
治
文
化
」
来
京
強
出
版
、
一
九
九
几
年
）
．
ｂ
「
安
倍
頼
良
・
貞
任
ｌ
前
九
年
今
城
の
群
像
ｌ
」
（
元
木
康
雄
編
「
古
代
の
人
物
６
ｆ
帆
の
変
容
と
武
肴
」
滴
文
堂
出
版
、
二
○
○
汀
年
）
、
嶋
本
尚
志
「
安
倍
氏
の
陸
奥
脚
府
在
庁
官
人
化
に
つ
い
て
」
（「文化史学」五六、二○○○年）、大石直正「藤原経清考」
（
大
石
「
奥
州
縢
原
氏
の
時
代
」
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
｜
年
）
、
樋
口
知
志
「
「
奥
六
郡
主
」
安
倍
氏
に
つ
い
て
」
（
「
歴
史
」
九
六
、
二
○
○
一
年
）
、
行
脚
成
寛
「
鎮
守
府
抑
領
使
」
安
倍
氏
権
力
論
ｌ
北
奥
に
お
け
る
中
世
的
政
治
権
力
の
創
出
ｌ
」
（
「
六
軒
丁
中
仙
史
研
究
」
八
、
二
○
○
一
年
）
、
井
出
将
人
「
安
倍
氏
の
出
向
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｓ
湘
南
史
学
」
一
五
、
二
○
○
四
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
説
の
対
立
点
は
次
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。
①
安
怯
氏
の
川
、
＊
蝦
夷
系
（
俘
凶
）
豪
族
（
熊
谷
、
本
堂
、
鵬
本
）
＊
中
央
貴
族
安
倍
氏
の
分
流
（
戸
川
ａ
。
ｂ
、
樋
川
、
菅
野
成
寛、井出）
②
安
倍
氏
の
政
治
的
立
場
＊
公
的
地
位
な
し
（
高
橋
崇
）
、
実
態
は
「
六
箇
郡
之
司
」
に
近
い
「
酋
長
」
（
伊
藤
）
、
俘
囚
圏
に
お
け
る
大
族
長
権
（
本
堂）
＊
十
一
世
紀
以
後
の
新
し
い
郡
川
（
郡
司
職
）
と
し
て
の
「
六
箇郡之司」（大石）
＊
陸
奥
国
府
在
庁
官
人
（
嶋
本
）
＊
鎮
守
府
在
庁
官
人
（
熊
谷
、
戸
川
ａ
。
ｂ
、
樋
口
、
菅
野
成
寛、井出）
③「範川記」踵元九年（一○三一ハ）十一一Ⅱ－－１－－Ⅱ条に
み
え
る
「
陸
奥
椛
守
安
倍
山
好
」
と
、
「
陸
奥
話
記
」
に
安
併
頓
時
の
父
と
し
て
み
え
る
「
忠
良
」
と
の
関
係
＊
同
一
人
物
（
戸
川
ａ
．
ｂ
、
樋
ｕ
、
井
出
）
＊別人（大石、荷野成寛）
④
安
倍
氏
の
擾
頭
時
期
＊
十
世
紀
後
半
代
（
鵬
本
、
樋
Ⅱ
、
管
野
成
寛
）
＊（②を受けて）十一肚紀になってから（大石）
＊（③を受けて）長元九年以降（戸川ａ．ｂ、井出）
（
２
）
初
名
は
頼
良
で
あ
り
、
後
に
源
噸
義
の
陸
奥
守
補
任
に
際
し
て
「何：大守名有し禁之故」Ｓ陸奥話記」）に頓時と改名した
の
で
あ
る
が
、
小
柚
で
は
軌
時
に
統
一
す
る
。
な
お
、
小
橘
で
引
川
す
る
「
陸
奥
論
記
」
は
前
川
育
徳
会
蝋
経
閣
文
庫
蔵
（
二
本
を
底
本
と
し
、
諸
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
（３）「陸奥話記」には「頓時長男貞任」とあるが、「晋妻鏡」
文
治
五
年
（
二
八
九
）
九
月
二
十
七
円
条
に
「
頓
時
（
中
略
）
男
子者、丼殿盲目、厨河二郎貞任、鳥海――一郎宗任・・・」とある
よ
う
に
、
実
際
に
は
二
男
で
あ
っ
た
。
長
男
の
井
殿
が
盲
ｎ
で
あ
っ
六
○
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た
た
め
、
貞
任
が
実
質
的
な
長
男
と
Ⅱ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
｛
一
○
五
七
）
（４）「十訓抄」第六に「犬喜五年十一月に、千二一百余騎の丘〈
を
発
し
て
お
そ
ひ
よ
せ
け
る
に
、
貞
任
等
川
下
余
騎
の
勢
を
集
め
て
、
し
う
と
金
為
行
が
河
堰
柵
に
こ
も
り
て
、
足
を
ふ
せ
ぎ
た
た
か
ふ」とある。
（
５
）
「
陸
奥
話
記
」
に
「
頓
時
聟
散
位
藤
原
朝
臣
経
済
・
平
永
衡
」
と
あ
り
、
永
衡
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
「
峻
二
頓
時
女
」
っ
た
と
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
疑
い
な
い
。
（
６
）
菅
野
文
夫
「
気
仙
郡
金
氏
小
論
」
Ｓ
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報」五四’一一一、一九九五年）。管見の限り、金氏について
の
唯
一
の
専
論
で
あ
る
。
以
下
、
同
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る。
（７）「安藤系図」（「諸家系図纂乞は「則任法名良昭」を頼時の
兄、「為元赤村介」を弟とするが、「陸奥話記」に従う。前者
は
お
そ
ら
く
「
朝
野
群
載
」
巻
十
一
康
平
七
年
（
一
○
六
四
）
一
一
一
月
二
十
九
Ⅱ
付
太
政
官
符
（
以
下
、
「
朝
野
群
救
」
大
政
官
符
）
に
み
え
る
「
沙
弥
良
増
俗
名
則
任
」
と
混
同
し
た
も
の
と
想
わ
れ
る
が
、
同
官
符
で
は
「
僧
良
昭
」
と
は
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
何
一
人
物
で
は
あ
り
得
な
い
。
同
系
図
が
良
昭
を
兄
と
し
て
い
る
の
も
、
同
官
符
で
良
昭
が
正
任
の
「
伯
父
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
由
来
す
る
か
。
（
８
）
中
世
の
国
衙
在
庁
有
人
は
正
式
な
場
で
は
「
散
位
何
某
」
と
称
し
、
通
常
は
そ
の
居
住
地
に
よ
っ
て
「
地
名
十
大
夫
」
の
形
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
（
大
石
直
正
註
（
１
）
前
掲
論
文
）
。
し
た
が
っ
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
撞
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
て
こ
の
「
赤
付
」
も
地
名
で
あ
る
川
能
性
が
高
い
が
、
具
体
的
比
定
地
は
未
詳
。
ま
た
「
介
」
に
つ
い
て
も
、
為
元
が
実
際
に
陸
奥
介
（
権
介
）
を
歴
任
し
た
事
実
に
も
と
づ
く
も
の
な
の
か
、
単
に
国
衙
在
庁
官
人
の
な
か
で
の
地
位
を
示
す
呼
称
に
過
ぎ
な
い
の
か
は
未
詳。
（
９
）
小
松
茂
美
編
『
前
九
年
合
戦
絵
詞
平
治
物
語
絵
巻
結
城
合
戦
絵
詞
」
続
Ｕ
本
絵
巻
大
成
Ⅳ
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。
（
Ⅲ
）
現
存
す
る
「
前
九
年
合
戦
絵
訓
」
は
詞
三
段
、
絵
七
段
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
人
物
が
登
場
す
る
（
傍
線
は
「
陸
奥
話
記
」
に
そ
の
名
が
み
え
な
い
人
物
、
太
字
は
安
佶
氏
方
の
人
物
）
。
詞
登
任
・
頼
良
（
安
大
夫
頼
時
）
・
唐
大
宗
・
藤
原
利
仁
・
〈源加純）
藤
原
経
逵
眉
・
平
永
衡
・
将
電
・
貞
任
・
後
藤
内
川
明
・
宗
〔昭力〕
任
・
良
□
絵
将
軍
・
通
利
・
義
家
・
則
明
・
承
通
・
光
任
・
茂
頼
・
元
貞
・
光
貞
・
永
衡
・
経
清
・
金
為
行
・
金
為
基
・
宗
任
・
重
任
・
貞
任
・
則
任
・
良
昭
右
で
傍
線
を
付
し
た
人
物
の
う
ち
、
牌
の
太
宗
李
阯
民
に
つ
い
て
は「彼焼し鬚唆し膿」った逸話が「陸奥話記」康平五年九月
五
日
段
に
み
え
、
藤
原
利
仁
は
十
世
紀
前
半
代
の
鎮
守
府
将
軍
で
あ
り
、
と
も
に
合
戦
の
当
事
者
で
は
な
く
歴
史
上
の
人
物
。
大
宅
光
房
は
光
任
の
子
息
で
あ
り
（
『
巾
右
記
」
寛
治
七
年
〈
一
○
九
三
〉
七
且一一十日条）、「奥州後一一一年記」に源氏方の武将としてみえ
る
。
金
為
基
以
外
で
は
通
利
な
る
人
物
の
み
系
譜
未
詳
で
あ
る
が
、
や
は
り
源
頼
義
の
近
臣
か
。
●
、
ム
ユノ’
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（
ｕ
）
こ
れ
は
樋
口
知
志
氏
の
説
く
と
こ
ろ
の
「
源
氏
史
観
」
に
よ
る
〃筆株“（「陸奥話記』と安倍氏」〈「岩手史学研究」八四、
二
○
○
一
年
〉
）
の
な
せ
る
榮
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
安
倍
姓
の
者
で
唯
一
国
解
（
史
料
２
）
に
「
散
位
」
を
冠
さ
れ
て
い
る
為
元
の
特
異
性
は
揺
る
が
な
い
と
考
え
る
。
（
皿
）
史
料
１
．
２
で
は
為
元
以
外
の
希
も
含
め
「
俘
凶
」
は
一
人
も
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
両
史
料
の
み
を
根
拠
に
為
元
が
「
俘
囚
」
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
し
か
し
⑤
で
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
宗
任
ら
「
帰
降
俘
囚
」
た
ち
の
交
名
を
記
し
た
「
朝
野
群
載
」
大
政
官
符
に
為
元
の
名
が
一
切
み
え
な
い
点
は
誠
に
不
審
で
あ
り
、
為
元
は
忠
良
以
来
の
安
倍
氏
直
系
血
族
の
範
鴫
に
は
含
ま
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
金
氏
が
「
俘
囚
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
事
例
が
な
い
こ
と
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
（
皿
）
仮
に
養
子
で
あ
れ
ば
、
④
に
て
後
述
す
る
安
倍
氏
一
族
の
名
付
け
の
通
例
に
則
っ
て
養
父
の
「
良
」
の
字
を
承
け
た
名
に
改
め
ら
れ
る
であろう。
（
ｕ
）
あ
る
い
は
僧
良
昭
の
「
良
」
も
父
の
一
宇
を
承
け
た
も
の
か
。
（
巧
）
「
前
九
年
合
戦
絵
詞
」
で
は
澄
場
人
物
が
原
則
無
性
で
鍔
か
れ
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
「
金
為
行
」
「
金
為
基
」
の
両
者
が
、
登
場
す
る
二
つ
の
場
面
い
ず
れ
に
お
い
て
も
例
外
的
に
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
か
れ
て
い
る
点
も
注
Ⅱ
さ
れ
る
。
藤
原
経
楕
と
平
水
衛
は
、
詞
で
は
姓
名
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
絵
で
は
無
姓
で
あ
る
。
（
旧
）
「
朝
野
群
載
」
太
政
官
符
、
「
扶
桑
略
記
」
康
平
七
年
三
月
（
諸
本
法
政
史
学
第
七
十
一
号
は閏一一一月とするが誤り）条、「百錬抄」同Ⅱ二十九Ⅱ条、
「
帝
王
編
年
記
」
同
月
条
。
な
お
、
「
朝
野
群
載
」
太
政
官
符
の
帰
降
俘
囚
交
名
に
は
宗
任
・
正
任
・
則
任
（
出
家
し
て
沙
弥
良
増
）
・
家
任
の
四
名
に
加
え
て
頓
時
男
子
と
し
て
「
貞
任
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
斬
獲
賊
徒
で
あ
る
貞
任
が
帰
降
俘
囚
の
交
名
に
篭
場
す
る
は
ず
は
な
く
、
別
人
名
（
真
任
？
）
の
誤
写
誤
伝
と
考
え
る
ほ
か
な
いｏ
（
Ⅳ
）
「
扶
桑
略
記
」
康
平
七
年
三
川
条
、
「
百
錬
抄
」
Ｍ
Ⅱ
二
十
九
Ⅱ
条、「帝王編年記」同月条。
（
旧
）
頓
時
の
子
息
で
あ
れ
ば
、
史
料
２
、
「
朝
野
群
載
」
太
政
官
符
、
「
吾
妻
鏡
」
文
治
五
年
九
月
二
十
七
Ⅱ
条
の
い
ず
れ
か
に
は
必
ず
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
頓
時
の
”
実
質
長
男
“
貞
任
の
子
息
千
代
童
子
で
さ
え
康
平
五
年
当
時
十
三
歳
で
あ
る
か
ら
、
「
驍
殉
騨
拝
」
の
「
賊
帥
」
で
あ
る
時
任
・
貞
行
が
孫
仙
代
と
も
ぢ
え難い。
（四）「奥州後三年記」。「陸奥話記」康平近年八Ⅱ十六Ⅱ段に
も「吉彦秀武為：三陣乙城川捌附畔鍬川・」とみえる。
（
型
「
十
訓
抄
」
第
十
。
（
Ⅲ
）
前
掲
註
（
型
で
も
述
べ
た
よ
う
に
貞
任
の
子
息
千
代
童
子
は
康
平
五
年
当
時
十
三
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
逆
算
す
る
と
生
年
は
永
承
五
年
二
○
五
○
）
頃
と
な
る
。
そ
の
生
趾
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
明
証
を
欠
く
も
の
の
、
永
喉
三
～
Ⅲ
年
洲
時
二
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
貞
任
に
何
人
も
妻
が
い
た
と
は
考
え
難
く
（
陸
奥
権
守
藤
原
説
貞
の
娘
と
の
縁
談
を
拒
ま
れ
た
の
も
そ
れ
以
降
の
こ
と
か
）
、
為
行
の
娘
と
み
一ハーー
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て
問
題
な
か
ろ
う
。
（
犯
）
戸
川
点
註
（
１
）
前
掲
ａ
．
ｂ
論
文
、
井
出
将
人
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
北
出
氏
は
「
前
九
年
段
階
に
お
け
る
安
倍
氏
の
陸
奥
脚
諸
氏
族
（
平
永
衡
や
金
為
行
ら
）
と
の
婚
姻
関
係
が
頼
良
以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
も
安
倍
氏
の
忠
好
時
点
で
の
下
向
を
裏
付
け
る
証
拠
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
私
見
と
は
杣
反
す
る
、
（
翌
渕
原
判
幸
ａ
「
平
安
前
期
東
北
史
研
究
の
再
検
討
ｌ
「
錬
守
府
・
秋川城体制」説批判ｌ」（「史林」八五’三、二○○二年）、
ｂ
「
九
仕
紀
陸
奥
国
の
蝦
夷
・
俘
囚
支
配
ｌ
北
部
囚
郡
の
廃
絶
ま
で
を中心にｌ」（「Ⅱ本史研究」五○八、二○○旧年）Ⅱ
（
型
）
渕
原
科
幸
「
歌
枕
の
川
例
分
析
か
ら
み
る
平
安
中
期
東
北
支
配
の
推
移
’
十
世
紀
後
半
ま
で
を
中
心
に
ｌ
」
Ｓ
平
泉
文
化
研
究
年
報
」
三、二○○三年）。
（
妬
）
「
宋
史
」
巻
山
百
九
十
一
。
た
だ
し
人
宋
の
年
号
は
「
簡
然
入
宋
求
法
巡
礼
行
並
瑞
像
造
立
記
」
に
従
う
。
（
妬
）
鎮
守
府
や
秋
川
城
が
古
代
城
柵
と
し
て
は
廃
絶
し
た
後
も
場
所
や
機
能
を
変
え
て
存
続
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
鎮
守
府
将
軍
や
秋
田
城
介
が
そ
の
後
も
任
命
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
『
陸
奥
話
記
」
に
源
頼
義
が
「
任
終
と
年
、
為
し
行
く
府
務
へ
入
鎮
守
府
」
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
（
〃
）
も
っ
と
も
私
は
、
出
目
そ
の
も
の
は
さ
ほ
ど
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。
何
と
な
れ
ば
、
現
地
有
力
者
と
な
る
た
め
に
は
〃
純
粋
な
中
央
貴
族
“
〃
純
粋
な
蝦
夷
豪
族
”
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
中
央
出
向
で
あ
れ
止
着
・
閉
住
の
過
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
攪
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
程
で
は
蝦
夷
一
豪
族
と
も
婚
を
通
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、
蝦
夷
出
自
で
あ
れ
有
力
者
と
も
な
れ
ば
下
向
し
て
き
た
中
央
貴
族
（
受
領
や
そ
の
郎
従
ら
）
と
鮪
を
通
じ
る
機
会
も
あ
ろ
う
。
中
央
か
ら
見
れ
ば
ど
ち
ら
も
現
地
豪
族
に
は
違
い
な
く
、
大
差
な
い
の
で
あ
る
。
（
羽
）
一
日
本
紀
略
」
同
年
二
月
十
八
日
条
。
鎮
守
府
将
軍
平
貞
盛
の
使
が
狄
の
坂
丸
ら
に
殺
害
さ
れ
た
。
（
空
「
類
聚
符
宣
抄
」
巻
八
寛
弘
七
年
（
一
○
一
○
）
六
川
八
Ⅱ
付
大
江
匡
衡
申
文
か
ら
犬
延
二
年
丹
波
守
で
あ
っ
た
平
貞
盛
が
急
遼
陸
奥
守
に
転
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
「
今
脊
物
語
集
」
巻
二
十
九
’
第
二
十
五
話
か
ら
そ
の
理
由
が
夷
の
反
乱
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（弧）「小記目録」同年三月十六日条。
（
型
「
御
堂
関
口
記
」
同
年
八
Ⅱ
十
九
Ⅱ
条
、
「
小
記
Ⅱ
録
」
同
Ⅱ
条
。
同
年
一
月
に
は
平
水
盛
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
Ｓ
安
西氏系図』、『平群系図』）、この時維良は前将軍であった。
（
聖
「
小
沿
記
」
同
年
二
Ⅱ
七
Ｕ
条
・
献
上
し
た
相
手
は
左
大
臣
藤
原
道
長
で
あ
る
。
維
良
は
翌
年
に
も
道
長
に
馬
十
頭
を
献
上
し
て
い
る
（「御堂関日記」長和四年十一Ⅱ三日条）。
（翌斉藤利男「軍事貴族・武家と辺境社会」（「ｎ本史研究』
囚二七、一九九八年）。
（
弧
）
渕
原
誌
（
翌
前
掲
ａ
論
文
。
（
妬
）
熊
谷
「
受
領
官
」
鎮
守
府
将
軍
の
成
立
」
（
羽
卜
徳
彦
編
「
中
世
の
地
域
社
会
と
交
流
」
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
。
陸
奥
国
に
賦
課
さ
れ
た
貢
進
物
を
実
際
に
調
達
し
て
い
た
の
は
鎮
守
府
で
あ
り
、
奥
六
郡
周
辺
で
の
採
金
や
交
易
馬
に
代
表
さ
れ
る
奥
地
の
蝦
夷
一ハ一一一
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と
の
交
易
に
は
鎮
守
府
が
深
く
介
在
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
受
領
官
陸
奥
守
は
「
受
領
官
」
鎮
守
府
将
軍
に
よ
る
そ
れ
ら
貢
進
物
の
国
府
へ
の
納
入
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
そ
の
職
責
を
十
全
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
鎮
守
府
将
淑
の
貢
進
物
納
入
は
実
質
的
に
は
在
庁
安
倍
氏
ら
の
調
達
能
力
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
銅
）
鎮
守
府
将
軍
は
刀
が
川
年
（
一
○
二
七
）
膿
原
頼
行
が
現
任
で
あ
っ
た
の
を
般
後
に
天
喜
元
年
（
一
○
五
三
）
源
頼
義
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
、
秋
川
城
介
は
長
和
川
年
某
奉
好
が
現
任
で
あ
っ
た
の
を
岐
後
に
永
承
五
年
（
一
○
五
○
）
平
重
成
が
任
命
さ
れ
る
ま
で
、
と
も
に
数
代
に
わ
た
っ
て
任
命
記
蜘
を
欠
く
。
こ
の
間
両
国
守
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
滞
り
な
く
任
命
記
事
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
（
た
だ
し
出
羽
守
に
つ
い
て
は
一
○
三
○
年
代
後
半
か
ら
一
○
五
○
年
頃
に
か
け
て
約
二
代
分
任
命
記
事
を
欠
く
が
）
、
単
な
る
史
料
の
偏
在
と
も
考
え
ら
れ
ず
、
任
命
自
体
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
よ
う
に思われる。
（〃）阿部猛「摂関政治」（教育社歴史新書、一九七七年）。
（
翌
伊
膿
博
幸
註
（
１
）
前
掲
論
文
。
渕
原
氏
は
「
既
に
任
終
に
近
い
頼
義
を
数
十
Ⅱ
間
に
わ
た
っ
て
饗
応
し
続
け
た
（
中
略
）
行
動
を
「
三
Ⅱ
厨
」
と
み
な
す
の
は
、
率
直
に
一
言
っ
て
強
弁
で
あ
り
、
平
和
裏
に
頼
義
の
任
終
を
迎
え
る
た
め
安
倍
氏
の
恭
順
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
伝
統
的
な
解
釈
の
方
が
、
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
」
と
批
判
し
て
い
る
が
（
註
（
型
前
掲
ａ
論
文
）
、
史
料
四
で
言
う
「
任
終
」
と
は
あ
く
ま
で
も
陸
奥
守
と
し
て
の
任
期
満
了
で
あ
る
こ
法
政
史
学
第
七
十
一
号
と
に
注
意
し
た
い
。
「
本
朝
続
文
粋
」
巻
六
源
頼
義
奏
状
に
よ
れ
ば
、
頼
義
は
永
承
六
年
（
一
○
五
二
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
後
、
天
喜
元
年
（
’
○
五
三
）
鎮
守
府
将
軍
を
兼
任
し
て
お
り
、
同
四
年
段
階
で
は
鎮
守
府
将
噸
と
し
て
は
ま
だ
二
年
任
期
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
為
し
行
・
府
務
、
入
：
鎮
守
府
」
っ
た
（
Ⅱ
国
府
か
ら
鎮
守
府
へ
と
本
務
地
を
移
動
し
た
）
頼
義
に
対
し
て
改
め
て
饗
応
儀
礼
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
不
忠
縦
で
は
あ
る
ま
い
。
陸
奥
守
「
任
終
」
が
即
頼
義
の
帰
京
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
「
平
和
裏
に
頼
義
の
任
終
を
迎
え
る
た
め
安
倍
氏
の
恭
順
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
伝
統
的
な
解
釈
」
は
そ
の
点
錯
誤
を
犯
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
（藤原）
（羽）「今迭日物語集」巻一一十五ｌ第五話。「実方中将ト云人陸奥
守
一
一
成
テ
、
其
ノ
国
二
下
ダ
リ
ケ
ル
ヲ
、
其
ノ
人
ハ
止
事
無
キ
公
達
ナ
レ
バ
、
国
ノ
内
ノ
可
し
然
キ
兵
共
、
皆
前
々
ノ
守
ニ
モ
不
し
似
、
此
ノ
守
ヲ
饗
応
シ
テ
、
夜
ル
展
ル
館
ノ
官
仕
怠
ル
事
無
カ
リ
ヶ
リ
」
と
ある。
（
仙
）
鴫
本
尚
志
氏
は
、
「
延
喜
兵
部
省
式
」
に
「
凡
鎮
守
府
両
人
、
不し得し任皇陸奥川人」という規定があることから、陸奥川
人
で
あ
る
安
倍
氏
が
鎮
守
府
在
庁
両
人
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
（
註
（
１
）
前
掲
論
文
）
、
こ
こ
で
言
う
「
鎮
守
府
官
人
」
と
は
「
類
聚
三
代
格
」
巻
五
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
四
月
二
日
付
太
政
官
符
に
「
鎮
守
府
官
員
」
（
「
鎮
官
」
）
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
将
軍
・
軍
監
・
軍
曹
・
医
師
・
弩
師
と
い
っ
た
律
令
官
人
の
こ
と
で
あ
り
、
在
庁
官
人
と
は
次
元
や
概
念
を
異
に
す
六
四
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
虹
）
正
暦
六
年
（
九
九
五
）
正
月
に
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
た
藤
原
実
方
は
、
任
期
満
了
を
待
た
ず
し
て
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
十
一
Ⅱ
（
あ
る
い
は
十
二
Ⅱ
）
任
地
に
て
死
去
し
た
。
そ
の
後
任
源
満
政
が
翌
長
保
元
年
（
九
九
九
）
初
め
か
ら
同
五
年
（
一
○
○
三
）
末
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
以
後
、
橘
道
貞
（
寛
弘
元
年
～
何
五
年
〈一○○四～○八〉）↓藤原済家（寛弘六年～長和二年〈’
○○九～二一一〉）↓藤原貞仲（踵和一一一年～寛仁二年〈一○
一川～一八〉）↓橘則光（寛仁一一一年～治安一一一年〈一○一九
～
二
三
〉
）
と
五
年
ご
と
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
、
諸
史
料
と
も
対
応
す
る
の
で
、
い
き
お
い
孝
義
の
任
期
は
万
寿
元
年
（
一
○
二
四
）
か
ら
と
推
測
し
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
孝
義
は
治
安一一一年十二月の時点で現任であり（「小右記」同年十二Ⅱ
川
Ⅱ
．
十
五
Ⅱ
条
）
、
翌
年
二
月
に
赴
任
の
賞
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（「小記目録」巻十八）。樋口知志氏は「治安一一一年（一○二
三
）
正
月
任
？
」
と
推
定
し
て
い
る
が
（
註
（
１
）
前
掲
論
文
）
、
あ
る
い
は
肚
川
で
は
な
く
秋
の
除
Ⅱ
で
任
命
さ
れ
た
も
の
か
Ⅶ
（
⑰
）
水
盛
は
孝
義
の
叔
父
平
季
信
の
娘
と
の
間
に
実
子
頼
義
を
儲
け
た
が
、
頼
義
は
外
祖
父
季
信
の
養
子
と
な
っ
た
後
、
さ
ら
に
孝
義
の
父
親
信
の
養
子
と
な
っ
て
お
り
含
平
群
系
図
」
）
、
永
盛
に
と
っ
て
孝
義
は
実
子
頼
義
の
義
理
の
兄
弟
に
当
た
る
。
（
側
）
噸
行
は
獺
事
貴
族
の
名
門
秀
郷
流
藤
原
氏
の
嫡
流
で
あ
り
、
高
祖
父
秀
郷
（
在
任
九
四
○
～
囚
四
？
）
か
ら
父
兼
光
（
在
任
九
九
八
？
～
一
○
○
二
？
）
ま
で
四
代
に
わ
た
っ
て
鎮
守
府
将
軍
を
輩
出
し
た
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
ま
さ
に
何
打
に
相
応
し
い
家
柄
・
川
日
を
右
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
な
お
「
陸
奥
話
記
」
康
平
五
年
八
月
十
七
ｎ
段
に
は
「
将
軍
麿
卜
坂
東
精
兵
」
の
一
人
と
し
て
藤
原
兼
成
な
る
人
物
が
み
え
る
が
、
「
尊
卑分脈」はこれを緬行の孫または甥とする。
（
“
）
『
小
右
記
』
万
寿
四
年
（
一
○
二
七
）
十
二
月
十
一
Ｈ
条
に
「
将
軍
頼
行
」
と
み
え
、
同
年
時
点
で
な
お
現
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れる。
（
妬
）
日
本
思
想
大
系
本
に
よ
っ
た
。
（妬）「宮城県姓氏家系大辞典」（角川書席、一九九四年）。「類
聚
国
史
』
天
長
元
年
（
八
二
四
）
五
月
己
未
条
に
「
新
羅
人
辛
良
・
金
貴
賀
・
良
水
、
等
血
１
四
人
、
安
１
置
陸
奥
川
」
と
み
え
る
。
た
だ
し
黒
板
伸
夫
・
森
田
悌
編
「
訳
注
ｎ
本
史
料
Ⅱ
本
後
紀
」
（
集
英
か
ら
の
き
ん
き
か
ら
の
す
い
ば
く
社、一一○○一一一年）は何箇所を「辛良金貴・賀良水白」と読
み
下
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
余
資
賀
机
先
説
は
成
り
立
た
な
いｏ
（幻）大石謙（１）前掲論文。
（蛆）「御堂摂政別記」裏文書応徳一一一年（一○八六）正月二十
一一一日付前陸奥守源頼俊款状案．「続Ｒ本紀」霊亀元年（七
一五）十ⅡＩ雅条には「附村」、「Ⅲ本後紀」弘仁二年（八
一
一
）
三
川
甲
寅
条
に
は
「
弊
伊
村
」
と
み
え
る
。
（
蛆
）
「
陸
奥
話
記
』
犬
喜
五
年
（
一
○
五
七
）
九
月
段
（
後
掲
史
料
７
）
。
前
述
し
た
「
を
ぶ
ち
」
は
蝿
に
関
す
る
語
を
伴
う
歌
枕
で
あ
り
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
尾
駮
沼
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。
同
地
一
帯
は
「一一一部」のうちの「仁上呂志」部に当たるとみられる（一二
六
五
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浦
圭
介
「
古
代
防
御
性
集
落
と
北
Ⅱ
本
古
代
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
」
〈
三
浦
・
小
口
雅
史
・
斉
藤
利
男
編
「
北
の
防
御
性
集
落
と
激
動の時代」川成社、二○○六年〉）。
（
型
樋
、
知
志
「
律
令
制
下
の
気
仙
郡
ｌ
陸
前
高
田
巾
小
泉
遺
跡
の
周
辺
ｌ
」
（
「
ア
ル
テ
ス
リ
ベ
ラ
レ
ス
（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
）
」
七
四
、
二
○
○
四
年
）
。
な
お
、
高
山
寺
本
に
は
気
前
郷
な
し。
（
皿
）
佐
藤
正
彦
「
小
泉
遺
跡
と
そ
の
周
辺
」
（
法
政
大
学
川
際
Ⅱ
本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
「
海
の
蝦
夷
ｌ
小
泉
遺
跡
が
語
り
か
け
る
も
の
ｌ
」
陸
前
高
田
市
教
育
委
貝
会
、
二
○
○
三
年
）
。
（
聖
「
几
」
を
「
Ⅱ
」
（
「
部
」
の
異
体
学
）
の
誤
り
と
し
、
こ
れ
を
「
文
部
」
郷
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
渕
原
稗
幸
氏
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
タ
ヶ
キ
」
と
読
み
、
「
Ⅱ
本
後
紀
」
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
九
川
戊
午
条
・
同
大
年
三
Ⅱ
Ｉ
内
条
な
ど
に
み
え
る
川
火
竹
城
公
と
関
連
す
る
叩
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
磐
井
郡
の
成
立
ｌ
平
安初期陸奥北部の境界領域ｌ」〈『古代文化」五七’六、二
○○九年〉）。
（
別
）
向
山
寺
本
に
は
盤
本
・
駅
家
の
一
一
郷
な
し
。
渕
原
知
Ⅱ
幸
前
掲
註
（
聖
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
駅
家
」
は
当
初
「
磐
本
」
に
付
さ
れ
た
注
記
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
（
型
調
査
を
担
郵
し
た
羽
柴
匝
人
氏
は
、
「
河
崎
柵
擬
定
地
」
が
「
陸
奥
話
記
」
に
登
場
す
る
「
河
崎
柵
」
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
す
る
一
方
で
、
十
一
世
紀
に
属
す
る
建
物
跡
が
存
在
せ
ず
遺
物
の
量
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
Ⅱ
常
的
に
化
活
を
営
ん
だ
吻
所
で
は
な
法
政
史
学
第
七
十
一
号
く
、
合
戦
に
際
し
て
敵
の
進
撃
を
阻
止
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
「
交
通
遮
断
施
設
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
（
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
川
皿
蔵
文
化
財
調
杏
鞭
併
書
第
川
集
「
河
崎
の
柵
擬
定
地
発
掘
調
杏
報
生川諜」第一分冊古代・中枇・近世編〈二○○六年〉。羽柴
「
安
倍
氏
の
「
柵
」
の
構
造
ｌ
「
交
通
遮
断
施
設
」
の
視
点
か
ら
ｌ
」
〈「平泉文化研究年報」四、二○○四年〉も参照）。しかし
「
陸
奥
話
記
」
に
は
「
金
為
行
之
河
崎
柵
」
と
あ
る
の
で
あ
り
、
囎
艸
金
氏
の
棟
梁
で
血
任
の
舅
で
も
あ
る
為
行
の
川
城
が
単
な
る
戦
時
下
の
「
交
通
遮
断
施
設
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
日
常
的
な
生
活
・
支
配
拠
点
と
し
て
の
「
河
崎
柵
」
も
近
傍
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
（
弱
）
平
川
南
「
古
代
に
お
け
る
地
域
支
配
と
河
川
」
Ｓ
国
立
歴
史
比
俗
博物館研究報化Ⅱ」九六、二○○二年）。
（
師
）
杵
野
成
寛
註
（
－
）
前
掲
論
文
。
（
辺
千
葉
美
知
「
古
代
束
囚
の
牧
と
貢
馬
」
（
「
岩
手
史
学
研
究
」
八
七、二○○四年）。
（
詔
）
孝
義
は
右
馬
助
在
任
時
の
長
保
元
年
（
九
九
九
）
と
寛
弘
元
年
二
○
○
川
）
に
そ
れ
ぞ
れ
陸
奥
交
坊
御
賜
御
覧
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
る
。
当
時
は
馬
寮
の
有
人
が
交
易
使
に
任
じ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
（
長
保
元
年
時
の
交
易
使
は
右
馬
権
少
允
橘
公
憲
）
、
孝
義
は
陸
奥
交
易
御
馬
制
度
の
実
務
に
つ
い
て
知
り
得
る
立
場
に
あ
っ
た
。
「
御
堂
関
白
記
」
長
保
元
年
五
月
九
Ⅲ
条
・
寛
弘
元
年
十
二
Ⅱ
卜
六
Ⅱ条、「本朝世紀」長保元年五月九日条参照。
（
印
）
高
橋
富
雄
「
奥
州
藤
原
氏
四
代
」
（
布
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
一ハーハ
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［
付
記
］
小
稿
は
二
○
○
六
年
一
月
、
岩
手
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
「
前
九
年
合
戦
の
研
究
」
の
第
二
章
「
奥
六
郡
安
併
氏
の
蛎
姻
を
め
ぐ
っ
て
」
の
前
半
部
分
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
第
二
’
八
Ｍ
蝦
夷
研
究
会
報
告
書
、
二
○
○
四
年
）
。
（
閲
）
樋
Ⅱ
註
（
１
）
前
掲
論
（Ｍ）樋Ⅱ「前九年へⅡ戦と後一一一年〈Ⅱ戦」（「前九年・後一一一年合戦
期
、
奥
羽
の
政
治
権
力
お
よ
び
政
治
過
程
の
研
究
」
平
成
ｌ
Ⅲ
～
１
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
）
）
研
究
成
果
（
色
「
造
興
福
寺
記
」
同
企
「時貞六奥」とみえる、
年）。
（釦）康平五年に－－－１川歳（「今杵物語集」巻二’五’第十一一一
話
は
四
十
四
歳
と
す
る
が
、
「
陸
奥
話
記
」
に
従
う
）
で
戦
死
し
て
い
る
こ
と
か
ら
逆
算
さ
れ
る
。
（
田
）
永
承
年
間
に
お
け
る
平
永
衡
と
安
倍
頼
時
の
娘
と
の
婚
姻
（
註
（
５
）
前
掲
）
も
ま
た
、
こ
う
し
た
脈
絡
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
⑰
）
樋
口
「
前
九
年
合
戦
の
一
断
面
ｌ
清
原
氏
の
参
城
理
由
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
今
泉
隆
雄
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
杜
都
古
代
史
論
叢
」
今
野
印
刷
、
二
○
○
八
年
）
。
氏
は
、
貞
任
と
宗
任
は
生
趾
を
異
に
し
、
宗
任
こ
そ
が
嫡
子
格
で
あ
っ
た
と
も
推
定
し
て
い
金
氏
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
み
た
奥
六
郡
安
倍
氏
の
擾
頭
過
程
の
研
究
（
遠
藤
）
る。
前掲論文。
同
年
二
月
二
十
一
日
条
藤
氏
諸
大
夫
交
名
巾
に
（
二
○
○
五
年
一
一
一
月
十
九
日
、
於
岩
手
大
学
）
で
の
同
題
の
研
究
発
表
か
ら
囚
年
を
経
て
な
お
、
見
解
に
さ
し
て
深
化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
が
、
小
口
雅
史
先
生
、
樋
口
知
志
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
貴
重
な
ご
指
導
ご
教
示
を
賜
っ
た
皆
様
に
深
く
御
礼
巾
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
写
真
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
機
関
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
節
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
六
七
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